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町
の
商
店
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
月
刊

誌
や
予
約
本
を
配
達
し
て
く
れ
て
い
た
町

の
本
屋
さ
ん
が
廃
業
し
て
久
し
い
。
コ
ロ

ナ
禍
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
出
る
機
会
が
な
く

大
型
書
店
と
も
疎
遠
に
な
っ
た
。　

　

今
春
か
ら
、
駅
前
の
小
さ
な
書
店
で
取

り
寄
せ
を
お
願
い
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
「
リ

モ
ー
ト
」
が
普
及
し
、
可
処
分
時
間
が
増
え
て
い

る
の
で
本
の
売
れ
行
き
を
聞
く
と
、女
店
主
は「
下

げ
止
ま
っ
た
」
と
い

う
。
40
年
来
の
町
の

本
屋
さ
ん
を
応
援
す
る
こ
と
に
し
た
。　

　

ぴ
っ
た
り
の
本
だ
と
藤
原
正
彦
著
「
本
屋
を
守

れ
〜
読
書
と
は
国
力
」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
を
薦
め

た
。
月
に
１
冊
も
本
を
読
ま
な
い
中
高
大
生
、
新

聞
や
文
庫
本
も
読
ま
ず
、
ス
マ
ホ
依
存
症
の
大
人

た
ち
を
嘆
く
著
者
は
「
国
語
力
な
く
し
て
国
力
な

し
」「
本
屋
こ
そ
日
本
文
化
と
精
神
の
拠
点
」
な

ど
を
説
く
。

　
「
町
の
書
店
が
な
ぜ
大
切
か
」
の
中
で
「
ネ
ッ
ト

の
書
籍
流
通
に
規
制
を
加
え
て
町
の
書
店
を
救
わ

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
提
言
。
本
が
好
き
に
な
り
い

ろ
い
ろ
読
め
ば
、「
知
識
も
教
養
も
情
緒
も
お
の

ず
と
身
に
付
き
ま
す
」
と
読
書
の
大
事
さ
を
訴
え

る
。
ま
だ
、棚
に
あ
る
の
で
少
し
責
任
を
感
じ
た
。

　

夫
婦
と
も
に
在
宅
勤
務
、
子
ど
も
は
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
、騒
ぐ
幼
児
が
一
つ
屋
根
で
生
活
す
る「
新

常
態
」
で
は
家
庭
内
の
時
間
割
と
ル
ー
ル
で
マ
ネ

ー
ジ
し
、
時
に
は
家
族
全
員
で
読
書
タ
イ
ム
だ
。

　

城
山
三
郎
氏
は「
静
か
に
健
や
か
に
遠
く
ま
で
」

（
新
潮
文
庫
）
で
①

気
ま
ぐ
れ
読
書
型

（
何
で
も
な
い
き
っ
か
け
か
ら
読
む
）、
②
テ
ー
マ

を
決
め
て
集
中
豪
雨
型
（
執
筆
の
た
め
徹
底
的
に

読
む
）、
③
交
流
・
交
易
型
（
読
書
会
な
ど
で
お
互

い
に
交
流
し
あ
う
）
の
３
つ
の
読
書
タ
イ
プ
を
挙

げ
て
い
る
が
、
参
考
に
な
る
。

　

読
書
週
間
の
マ
イ
目
標
は
「
１
０
０
歳
ま
で
に

読
み
た
い
１
０
０
冊
の
本
選
び
」。
ま
ず
は
、「
ひ

と
り
燈

と
も
し
びの
も
と
に
文ふ

み

を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の

人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
な
う
慰
む
わ
ざ
な
る
」

（
徒
然
草
第
13
段
）。

晴耕雨読
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モ
ノ
づ
く
り
の
町
・

東
大
阪
は
様
々
な
部

品
・
装
置
類
を
作
っ
て

い
る
が
、
モ
ノ
に
は
す

べ
て
生
命
・
役
割
が
あ

る
。
部
品
や
装
置
と
し

て
の
役
割
を
終
え
た
モ

ノ
は
、
次
な
る
用
途
の

た
め
に
切
断
・
粉
砕
さ

れ
て
部
品
製
造
用
の
素

材
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
加
工
メ
ー
カ
ー
に

納
入
さ
れ
て
い
る
。

　

産
業
廃
棄
物
取
扱
業

者
も
様
々
に
分
類
さ
れ

る
が
、鉄
く
ず（
切
粉
）・

鋳
物
加
工
く
ず
（
ザ
ラ

イ
粉
）・
銅
・
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
・
黄
銅
・
ス
テ

ン
レ
ス
を
主
に
取
り
扱

う
株
式
会
社
西
尾
商
店

（
福
田
俊
信
社
長
）
を

訪
問
取
材
し
た
。

　

１
９
６
２
年
、新
今

里
で
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
業
、
西
尾
商
店
を
創

業
。
１
９
８
２
年
に
株

式
会
社
に
改
組
し
て
い

る
。
取
扱
品
目
は
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
・
黄
銅
・
ス

テ
ン
レ
ス
・
被
膜
銅
線
・

モ
ー
タ
ー
・
廃
棄
バ
ッ

テ
リ
ー
・
廃
棄
基
板
な

ど
幅
広
い
。
月
間
の
取

り
扱
い
量
は
、
最
盛
期

で
６
０
０
ト
ン
を
超
え

る
。

　

町
工
場
が
密
集
す
る

東
大
阪
地
区
に
拠
点
を

構
え
て
い
る
有
利
さ

で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
や
合
金
切
粉
を
安
定

し
て
調
達
で
き
る
地
の

利
が
あ
る
。

　

廃
棄
物
の
入
荷
は
、

地
域
の
町
工
場
を
は
じ

め
と
し
て
解
体
業
者
・

電
気
工
事
業
者
・
同
業

者
か
ら
毎
日
の
よ
う
に

持
ち
込
ま
れ
る
。
ま
た

一
般
家
庭
か
ら
の
持
ち

込
み
に
も
対
応
し
て
お

り
、
重
量
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
上
か
ら
買
い
取
っ

て
い
る
。

　

２
年
前
に
中

国
が
低
品
位
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
輸

入
を
禁
止
し
た

影
響
で
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
付
き

や
金
属
分
の
低

い
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
販
売
先
に
苦

慮
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
同

社
は
作
業
者
に

よ
る「
手
解
体
・

手
選
別
」
を

強
み
と
し
て
お

り
、
品
質
向
上

に
役
立
て
て
い

る
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ

の
付
加
価
値
に

つ
い
て
は
、
三

方
締
め
プ
レ
ス

機
・
ア
リ
ゲ
ー

タ
ー
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
・

仕
分
け
選
別
付
き
缶
プ

レ
ス
機
・
磁
力
選
別
機
・

携
帯
型
レ
ー
ザ
ー
金
属

判
別
機
な
ど
を
導
入
・

駆
使
し
て
、
炉
前
材
と

し
て
の
価
値
を
高
め
て

い
る
。

　

主
要
取
引
先
で
あ
る

２
次
合
金
メ
ー
カ
ー
な

ど
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ユ
ー

ザ
ー
の
品
質
要
求
や
検

収
条
件
が
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
更
な

る
品
質
向
上
に
努
め
て

い
る
。

　

品
質
向
上
に
か
け
る

意
気
込
み
は
、
町
工
場

の
Ｑ
Ｃ
Ｄ（
品
質
・
コ
ス

ト
・
納
期
）に
通
ず
る
も

の
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

福
田
俊
信
社
長
に
先

行
き
の
設
備
計
画
を
聞

い
た
。

　
「
大
型
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
（
１
億
円
超
）
な
ど

が
あ
れ
ば
効
率
は
良
い

が
、
そ
こ
ま
で
仕
事
量

が
期
待
で
き
な
い
」

　

モ
ッ
ト
ー
を
聞
い

た
。「
基
本
的
に
笑
い

な
が
ら
仕
事
を
し
た

い
」。
そ
の
コ
コ
ロ
は
、

笑
門
来
福
。
若
い
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
他

人
へ
の
思
い
や
り
を
持

つ
こ
と
、
自
己
中
心
は

ア
ウ
ト
！
」。

　

ま
た
い
ず
れ
お
会
い

し
た
く
な
る
、
ユ
ー
モ

ア
溢
れ
る
社
長
だ
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を
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部品や装置を次なる用途のため切断・粉砕
笑顔で仕事する福田俊信社長

三方締めプレス機

四国88カ所霊場の
お砂さすり場・踏み場

三野郷山 三寶興誠院
八尾市福万寺町南6―2―3
T E L 072―922―3933
MOB 090―1020―2682

手では88カ所の霊場のお砂をさすっていただ
き、周囲を歩くことによって下に敷きつめて
ある88カ所のお砂を踏んでいただきます。
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≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

牛滝温泉
四季まつり

新温泉開業

7月4日グランドオープン
ナトリウム―塩化物・炭酸水素泉、ラドン温泉

屋根付きテラスで
BBQ・宴会ができます

大阪府岸和田市大沢町1156
☎ 072―479―2641

（旧いよやかの郷）

自然の中に浮かぶ天空の露天風呂
宿
泊
も

で
き
ま
す

NPO法人日本こども支援協会（TEL 06-6767-1130）

10月は
里親月間です

建
設
、
宿
泊
・
飲
食
部
門

の
在
宅
勤
務
は
難
し
い
。

ま
た
、
企
業
は
今
、
オ
フ

ィ
ス
面
積
の
縮
小
を
急

ぎ
、
オ
フ
ィ
ス
の
地
方
分

散
化
も
模
索
す
る
。
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
と
を

天
秤
に
か
け
て
、
最
適
な

組
み
合
わ
せ
を
試
行
錯
誤

す
る
。

　

ご
多
分
に
洩
れ
ず
、「
象

牙
の
塔
」
と
揶
揄
さ
れ
る

大
学
の
世
界
も
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
立

ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
た
こ

と
で
、
教
員
も
学
生
も
自

宅
で
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

取
り
組
ん
だ
。

　

勤
務
先
で
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）

明
け
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
切
り
替
わ
っ
た
。
教

員
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
授

業
方
法
は
異
な
る
が
、
勤

務
先
の
場
合
、
授
業
展
開

の
基
本
方
針
は
映
像
配
信

で
は
な
く
、
文
字
ベ
ー

ス
だ
っ
た
。
毎
週
、
毎

回
、
課
題
文
を
新
た
に
執

筆
し
、
学
生
に
提
示
し

た
。
学
生
は
課
題
文
を
熟

読
し
、
意
見
・
感
想
を
レ

ポ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
上

げ
、
送
信
・
提
出
す
る
。

そ
の
１
つ
ひ
と
つ
の
レ
ポ

ー
ト
を
丹
念
に
読
み
、
コ

メ
ン
ト
入
力
し
て
返
信
し

た
。

　

担
当
授
業
は
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
週
４
本
、
講
義
が
週

２
本
。
受
講
生
は
合
計
で

２
５
０
人
を
突
破
す
る
。

毎
週
、
２
５
０
本
以
上
の

レ
ポ
ー
ト
に
目
を
通
し
、

コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
返
信

す
る
作
業
は
思
い
の
ほ
か

大
変
だ
っ
た
。

　

学
生
に
は
文
字
数
や
内

容
を
制
約
せ
ず
に
、
自
由

に
意
見
や
感
想
を
書
か
せ

た
。
そ
れ
を
丁
寧
に
読
み

込
む
と
、
学
生
が
課
題
文

を
真
剣
に
読
み
、
独
創
的

な
レ
ポ
ー
ト
に
仕
上
げ
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き

た
。
な
か
に
は
リ
ズ
ム
感

満
載
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

ー
溢
れ
る
文
章
を
展
開
す

る
レ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
た
。

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
に
刺
激

さ
れ
て
、
コ
メ
ン
ト
書
き

に
も
熱
が
入
る
。
学
生
も

コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
、
よ

り
一
層
熱
心
に
レ
ポ
ー
ト

を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
メ
ン
ト
書
き
も
さ
ら
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
熱
が
こ

も
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
不
平
不
満
を
打

ち
明
け
る
レ
ポ
ー
ト
も
散

見
さ
れ
る
。
大
学
の
施
設

を
利
用
で
き
な
い
の
に
、

一
体
な
ぜ
、
施
設
費
を
納

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
レ
ポ
ー
ト
を
送
っ

て
も
担
当
教
員
か
ら
反
応

が
な
い
。「
テ
キ
ス
ト
を

読
め
」
と
し
か
指
示
し
な

す
い
。
そ
の
一
方
で
、
職

場
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
途
絶
え
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
と
仕
事
が
混
同

し
て
し
ま
う
。と
同
時
に
、

業
種
間
の
格
差
も
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

情
報
・
通
信
分
野
や
金

融
・
保
険
業
界
で
は
円
滑

に
在
宅
勤
務
が
導
入
、
浸

透
す
る
一
方
で
、
運
輸
や

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
０
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
22

　

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出

を
契
機
と
し
て
、
日
本
社

会
は
一
斉
に
危
機
回
避
モ

ー
ド
に
転
換
し
た
。
市
民

は
自
宅
に
引
き
こ
も
り
、

街
か
ら
は
人
影
が
消
え

た
。
百
貨
店
を
は
じ
め
、

小
売
り
店
舗
は
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
下
ろ
し
た
。
仕
事
場

は
オ
フ
ィ
ス
か
ら
自
宅
へ

と
移
り
、
パ
ソ
コ
ン
と
睨

み
合
う
日
々
が
続
い
た
。

　

在
宅
勤
務
は
通
勤
時
間

を
節
約
で
き
、
仕
事
と
育

児
や
介
護
を
両
立
さ
せ
や

在
宅
勤
務
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

在
宅
勤
務
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

い
教
員
も
い
る
ら
し
い
。

怠
慢
な
教
員
は
学
生
か
ら

見
放
さ
れ
る
。

　

勤
務
先
は
私
立
の
教
育

機
関
で
あ
る
。
授
業
料
や

入
学
試
験
検
定
料
は
学
校

法
人
の
理
事
会
が
決
定
す

る
。
大
学
教
授
会
の
審
議

事
項
で
は
な
い
。
教
員
は

学
校
法
人
の
一
員
で
は

あ
る
が
、
理
事
会
の
メ

ン
バ
ー
で
は
な
い
。
理

不
尽
な
も
ど
か
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
学
生
の
レ

ポ
ー
ト
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
で
は
弁
解
す
る
よ
り
方

法
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
た
だ
、
後
期
の
授
業

は
対
面
方
式
に
戻
る
（
厳

密
に
言
う
と
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
）。
最
初
の
授
業
で

は
大
学
経
営
に
つ
い
て
講

義
す
る
予
定
で
い
る
。

お客様の明日の競争力を支えるお客様の明日の競争力を支えるものづくりものづくり
　

熱
処
理
加
工
お
よ
び
応
用
電
子
機
器
製
造
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
富
士
電
子

工
業
株
式
会
社
（
渡
邊
弘
子
社
長
、
八
尾
市
老
原
６
―
71
）
が
60
周
年
を
迎
え
、
９
月
30
日
に

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
大
阪
市
北
区
中
之
島
５
）
で
創
立
60
周
年
記
念
感
謝
の
集
い
を
開

催
し
た
。
当
初
は
６
月
19
日
に
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
の
た
め
延
期
さ
れ
、
こ
の
日
と
な
っ
た
。

　

午
後
４
時
か
ら
記
念
講

演
会
が
開
か
れ
、
前
内
閣

総
理
大
臣
補
佐
官
兼
広

報
官
の
長
谷
川
榮
一
氏

（
68
）が「
人
生
４
勝
３
敗
」

と
題
し
て
話
し
た
。
紆
余

曲
折
の
道
の
り
を
振
り
返

り
な
が
ら
、「
負
け
で
終

わ
ら
せ
て
し
ま
う
と
、
そ

こ
で
す
べ
て
終
わ
っ
て
し

ま
う
。
悲
嘆
に
暮
れ
る
の

で
は
な
く
、
も
う
一
踏
ん

張
り
す
る
こ
と
が
肝
心
」

と
力
説
し
た
。
長
谷
川
氏

は
安
倍
晋
三
前
首
相
と
渡

邊
社
長
を
引
き
合
わ
せ
た

人
物
。
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン

視
察
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
例

に
挙
げ
、
渡
邊
社
長
の
好

奇
心
と
行
動
力
を
讃
え

た
。

　

午
後
５
時
か
ら
は
部
屋

を
替
え
て
祝
賀
会
が
開
か

れ
た
。
長
尾
敬
衆
議
院
議

員
、
松
川
る
い
参
議
院
議

員
、
米
村
猛
経
済
産
業
省

近
畿
経
済
産
業
局
長
、
大

松
桂
右
八
尾
市
長
、
森
雅

彦
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
株
式
会

社
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
鏡
開
き
が
行

わ
れ
た
。
約
２
０
０
人
の

参
加
者
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
、
同
社
の
60
周

年
を
祝
っ
た
。

　

こ
の
日
の
午
後
１
時
か

ら
は
八
尾
本
社
工
場
の
見

学
会
が
開
か
れ
た
。
最
新

の
設
備
は
も
と
よ
り
、
ム

ス
リ
ム
の
た
め
の
祈
祷
室

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
世

界
に
開
か
れ
た
同
社
の
精

神
が
如
実
に
表
れ
て
い

た
。

　
「
お
客
様
の
明
日
の
競

争
力
を
支
え
る
も
の
づ
く

り
」
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
に

よ
っ
て
成
長
し
続
け
る
富

士
電
子
工
業
株
式
会
社

は
、
ま
さ
に
日
本
の
発
展

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
だ
。

富士電子工業株式会社

66
年
間
、一
記
者
の
姿
勢
忘
れ
ず

河
内
新
聞
社

小
山
博
社
主
逝
去

を
手
術
し
順
調
に
回
復
し
た
が
、

今
年
に
入
り
体
調
を
崩
す
こ
と
が

多
か
っ
た
。
約
１
カ
月
前
に
入
院

し
療
養
し
て
い
た
が
、
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
た
。

　

昭
和
７
年
に
香
川
県
坂
出
市
で

生
ま
れ
た
小
山
社
主
は
近
畿
大
学

法
学
部
へ
進
学
。
卒
業
後
、
東
大

阪
新
聞
社
へ
入
る
。
そ
の
後
、
河

内
新
聞
社
へ
移
り
、
２
代
目
社
主

に
就
任
。
66
年
間
、
一
記
者
の
姿

勢
を
忘
れ
ず
取
材
に
東
奔
西
走
し

た
。

　

葬
儀
は
10
月
８
日
に
親
族
で
営

ん
だ
。
喪
主
は
長
男
の
小
山
博
一

さ
ん
。

　

河
内
新
聞
社
の
小
山
博
社
主

（
写
真
）
が
10
月
５
日
に
逝
去
し

た
。
享
年
88
。
６
年
前
に
肺
が
ん
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を
超
え
て
い
る
。

ま
さ
に
究
極
の
金

平
糖
だ
。
金
平
糖

作
り
に
レ
シ
ピ
は

な
く
、
熟
練
職
人

の
経
験
と
勘
し
か

な
い
。
気
温
や
天

候
、
釜
の
角
度
や

温
度
を
確
認
し
つ

つ
、
釜
の
中
で
転

が
る
金
平
糖
の
音

に
耳
を
澄
ま
せ
て
作
る
。

ど
ん
な
に
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

だ
。

　

１
７
３
年

の
歴
史
を
持

つ
緑
寿
庵
清

水
は
、
新
し

い
こ
と
に
挑

戦
し
続
け
て

い
る
。「
究

極
の
金
平

糖
」と
し
て
、

チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
キ
ャ
ラ

メ
ル
あ
ら

れ
、
ピ
ュ
リ

ニ
ー
・
モ
ン
ラ
ッ
シ
ェ
・

ヴ
ァ
ン
ブ
ラ
ン
（
白
ワ
イ

ン
）、ブ
ラ
ン
デ
ー
、梅
酒
、

日
本
酒
、
ヴ
ォ
ー
ヌ
・
ロ

マ
ネ
ヴ
ァ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ

（
赤
ワ
イ
ン
）
な
ど
の
金

平
糖
を
作
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
季
節
限
定
の
金
平

糖
、
歳
時
限
定
の
金
平

糖
、
茶
道
専
用
の
金
平
糖

な
ど
、
４
代
目
・
清
水
誠

一
さ
ん
と
５
代
目
・
清
水

泰
博
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ

60
種
類
以
上
の
金
平
糖
を

作
り
出
し
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

は
し
て
い
な
い
が
、
本
店

の
他
に
祇
園
店
と
銀
座
店

が
あ
る
。
白
一
色
の
内
装

で
幻
想
的
。
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
本
店
と
は
ま
っ
た

く
趣
が
違
い
、対
照
的
だ
。

　
「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

Ｕ
Ｓ（
ブ
ラ
ッ
ク
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
）」

刊
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
９
月
25
日
付

毎
日
新
聞
で
知
り
、
熱
い
も
の
が
こ

み
上
げ
た
。
編
集
者
と
し
て
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
理
想
の
出
版
を
作
家

丸
山
健
二
氏
（
76
）
が
手
掛
け
た
の

だ
。

　

い
ぬ
わ
し
書
房
と
い
う
出
版
社
を

立
ち
上
げ
、
４
巻
２
４
７
２
ペ
ー
ジ

の
大
長
編
「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

Ｈ
Ｉ
Ｂ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」を
予
約
出
版
で
出
す
。

装
丁
に
も
こ
だ
わ
り
、
上
製
本
で
表

紙
は
山
羊
革
だ
。１
セ
ッ
ト
10
万
円
、

50
人
の
読
者
を
求
め
る
と
い
う
。
文

学
の
世
界
、
出
版
の
世
界
に
風
穴
を

開
け
た
。

　
「
…
私
は
、
不
特
定
多
数
の
安
直

な
読
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
特
定

少
数
の
、
眼
力
あ
ふ
れ
て
感
性
に
優

れ
た
、
読
み
手
と
し
て
の
才
能
に
恵

ま
れ
た
読
者
に
向
け
て
の
発
表
の
場

を
、
と
う
と
う
設
け
る
に
至
っ
た
」

と
丸
山
氏
は
い
ぬ
わ
し
書
房
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
書
い
て
い
る
。

　

学
生
時
代
に
私
は「
千
日
の
瑠
璃
」

と
い
う
丸
山
氏
の
小
説
を
読
み
、
度

肝
を
抜
か
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
丸
山

氏
の
こ
と
が
ず
っ
と
頭
に
あ
る
。
再

会
し
た
の
は
２
０
１
７
年
５
月
27
日

付
朝
日
新
聞
「
作
家
の
口
福
」
欄
だ
。

「
文
学
は
生
き
て
い
る
」
と
題
し
た

丸
山
氏
の
随
筆
が
胸
に
刺
さ
り
、
同

時
に
励
ま
さ
れ
た
。

　
「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
」
刊
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
文

学
を
本
来
の
姿
に
戻
す
た
め
の
文
学

革
命
に
他
な
ら
な
い
。

緑
寿
庵
清
水

着物ドレスを纏う
モデル（楽屋前で）

究極の金平糖の前に立つ若女将、 清水珠代さん

京都市左京区吉田泉殿町38-2
TEL 075-771-0755
営業時間　10時～17時
定休日　水曜日（祝日は営業）

緑寿庵清水

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界

的
大
流
行
）
の
な
か
、
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
、
入
院
治
療
を
受
け
退

院
し
た
（
日
本
時
間
10
月

６
日
朝
）。
10
月
15
日
の

テ
レ
ビ
討
論
で
は
自
ら
の

強
さ
を
誇
示
し
、
米
国
の

医
療
技
術
の
優
秀
さ
を
絶

賛
す
る
だ
ろ
う
が
政
治
的

利
用
だ
と
の
攻
撃
は
必
至

だ
。
米
国
で
は
約
７
５
０

万
人
が
感
染
し
約
21
万
人

が
死
亡
（
10
月
６
日
現
在　

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ

大
）。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
源

は
「
武
漢
ウ
イ
ル
ス
研
究

所
」
と
人
工
ウ
イ
ル
ス
説

を
主
張
、
対
し
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は「
発
生
源
は
自
然
界
だ
」

と
反
論
し
、
中
国
は
ト
ラ

ン
プ
氏
に
証
拠
を
示
せ
と

迫
っ
て
い
る
。

　

自
然
界
由
来
ウ
イ
ル
ス

を
変
異
さ
せ
て
ひ
そ
か
に

細
菌
生
物
兵
器
が
製
造
さ

れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
極
秘
と
い
え
ど
も

偶
然
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ

う
と
、
ど
こ
か
か
ら
漏
れ

る
も
の
だ
。
だ
か
ら
創
作

の
対
象
に
も
な
り
え
る

し
、
警
世
の
書
に
も
な
り

う
る
。
ま
た「
話
題
の
本
」

に
も
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
緊

急
復
刊
さ
れ
た
の
は
鋭
い

判
断
だ
。
ま
ず
、
１
９
８

１
年
に
原
著
が
刊
行
さ
れ

１
９
９
０
年
に
日
本
語
版

が
光
文
社
文
庫
か
ら
発
行

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
著
者

が
一
部
改
稿
し
た
と
は
い

え
30
年
前
の
作
品
は
新
鮮

だ
。
次
に
、
著
者
は
「
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
」
で

あ
る
。
１
９
４
５
年
米
国

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
生
ま

れ
。
68
年
、
高
校
の
英
語

教
師
時
代
に
執
筆
し
た
長

編
Ｓ
Ｆ
「
ス
タ
ー
・
ク
エ

ス
ト
」
で
プ
ロ
作
家
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
以
来
、

「
ウ
ィ
ス
パ
ー
ズ
」「
フ
ァ

ン
ト
ム
」
な
ど
数
多
く
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
品
を
発

表
。
さ
ら
に
、
次
々
と
テ

ン
ポ
よ
く
現
れ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
ア
イ
デ
ア
は
長
編

を
飽
か
さ
ず
に
引
っ
張

る
。
そ
の
熱
量
に
圧
倒
さ

れ
る
。
ま
た
、
全
編
は
ミ

ス
テ
リ
ー
調
で
も
あ
り
、

ホ
ラ
ー
の
要
素
も
た
っ
ぷ

り
、
サ
ス
ペ
ン
ス
仕
立
て

で
も
あ
り
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
あ

る
。
惹
句
の
「
モ
ダ
ン
ホ

ラ
ー
」
通
り
だ
（
２
０
２

０
年
５
月
25
日
６
刷
改
版

発
行
）。

　

内
容
に
少
し
だ
け
触
れ

る
。
主
人
公
の
女
性
舞
台

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
テ
ィ

ナ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
コ
ン

ビ
ニ
に
駐
車
し
て
い
る
車

の
中
に
「
息
子
・
ダ
ニ
ー

の
姿
を
見
た
よ
う
な
気
が

し
た
。
だ
が
そ
ん
な
は
ず

は
な
い
。
ダ
ニ
ー
は
１
年

以
上
も
前
に
死
ん
だ
の
だ

か
ら
」
と
い
う
意
味
深
長

な
書
き
出
し
。
こ
れ
が
テ

ー
マ
。「
な
ん
と
い
っ
て

も
ダ
ニ
ー
の
死
体
を
見
て

い
な
い
の
だ
。
警
官
も
葬

儀
屋
も
死
体
の
損
傷
が
ひ

ど
す
ぎ
、
あ
ま
り
に
も
無

残
な
の
で
見
な
い
ほ
う
が

い
い
よ
と
言
っ
た
」。
バ

ス
の
転
落
事
故
で
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
は
全
員
死
亡

し
、
１
年
経
つ
が
信
じ
ら

れ
ず
に
い
た
。
そ
し
て
不

思
議
な
こ
と
に
次
々
と
不

可
解
な
現
象
が
身
辺
に

…
。
そ
の
夜
、
ダ
ニ
ー
は

底
な
し
の
渓
谷
の
淵
に
立

ち
テ
ィ
ナ
の
名
を
呼
ん
で

い
た
。
ダ
ニ
ー
が
生
き
て

い
る
夢
を
見
た
の
だ
。　

　

江
戸
城
無
血
開
城
に
奔

走
し
た
山
岡
鉄
舟
こ
と
山

岡
鉄
太
郎
の
生
涯
を
描
い

た
歴
史
小
説
で
あ
る
。
中

学
・
高
校
と
剣
道
に
打
ち

込
み
、
大
学
で
剣
道
３
段

を
取
得
し
た
作
者
だ
か
ら

こ
そ
、
一
刀
正
伝
無
刀
流

の
開
祖
で
あ
っ
て
、
剣
・

禅
・
書
の
達
人
で
あ
る
山

岡
鉄
舟
を
、
徹
頭
徹
尾
、

剣
の
道
を
求
め
る
哲
人
と

し
て
リ
ア
ル
に
描
け
た
の

で
あ
る
。
他
の
多
く
の
作

品
と
共
に
、
青
春
を
剣
道

に
打
ち
込
ん
だ
作
家
な
ら

で
は
の
小
説
で
あ
ろ
う
。

鉄
舟
の
剣
は
無
刀
流
の
名

の
通
り
、
人
を
活
か
す
剣

で
あ
っ
た
。

　

後
に
山
岡
と
姓
を
変
え

る
小
野
鉄
太
郎
は
江
戸
に

生
ま
れ
、
幕
臣
の
父
の
転

勤
に
よ
っ
て
家
族
と
共
に

飛
騨
に
移
っ
た
後
は
、
修

武
館
道
場
で
真
影
流
の
剣

術
の
稽
古
に
励
ん
だ
。
父

親
が
亡
く
な
る
と
家
族
は

江
戸
に
帰
る
が
、
小
野
家

は
兄
が
継
い
だ
の
で
、
鉄

太
郎
は
刃
心
流
と
い
う
槍

術
の
山
岡
道
場
に
入
り
浸

る
。
そ
の
直
後
、
道
場
主

の
山
岡
静
山
が
突
然
亡
く

な
っ
た
の
で
静
山
の
弟
、

高
橋
謙
三
郎
（
後
の
高
橋

泥
舟
）
に
頼
ま
れ
、
静
山

の
妹
、
英ふ

さ

子こ

を
嫁
に
し
て

山
岡
家
に
入
っ
た
。

　

ペ
リ
ー
が
来
航
し
、
翌

年
幕
府
が
諸
外
国
に
開
国

す
る
と
、
幕
府
に
抗
っ
て

尊
皇
攘
夷
を
叫
ぶ
浪
人
た

ち
が
跋
扈
し
、
鉄
太
郎
も

一
時
期
、
清
川
八
郎
の
浪

士
隊
に
仲
間
入
り
し
た
。

し
か
し
清
川
が
倒
幕
に
傾

く
の
を
見
て
、
幕
臣
の
鉄

太
郎
は
清
川
と
袂
を
別
っ

た
。

　

１
８
６
８
年
、
鳥
羽
伏

見
で
幕
府
が
薩
長
軍
に
大

敗
す
る
と
、
そ
の
責
め
を

負
っ
て
多
く
の
幕
閣
が
失

脚
す
る
な
か
、
修
好
条
約

批
准
の
た
め
に
渡
米
し
た

幕
臣
一
行
の
一
員
と
し
て

の
大
任
を
終
え
、
幕
府
海

軍
の
創
設
に
尽
力
し
て
き

た
勝
海
舟
が
軍
事
責
任
者

と
な
っ
た
。
海
舟
は
徳
川

家
の
宗
主
慶
喜
と
江
戸
の

町
を
戦
火
か
ら
守
る
こ
と

に
注
力
す
る
。
和
平
を
望

む
慶
喜
に
頼
ま
れ
た
高
橋

謙
三
郎
に
、鉄
太
郎
は
「
慶

喜
か
ら
の
使
者
」
に
任
じ

ら
れ
、
江
戸
城
無
血
開
城

【
著
者
紹
介
】
鳥
羽
亮
（
と
ば
・
り
ょ
う
）
１

９
４
６
年
埼
玉
県
に
生
ま
れ
る
。
埼
玉
大
学
教

育
学
部
卒
業
。
90
年｢

剣
の
道
殺
人
事
件｣

で

第
36
回
江
戸
川
乱
歩
賞
を
受
賞
。
自
ら
の
剣
道

体
験
を
も
と
に
、「
柳
生
十
兵
衛
武
芸
録
」「
介

錯
人
・
野
晒
唐
十
郎
」「
は
ぐ
れ
長
屋
の
用
心
棒
」

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
剣
豪
小
説
の
第
１
人
者

と
な
る
。「
覇
剣　

武
蔵
と
柳
生
兵
庫
助
」「
十

三
人
の
戦
鬼
」「
剣
豪
た
ち
の
関
ケ
原
」「
江
戸

の
風
花
」「
上
意
討
ち
始
末
」「
剣
客
春
秋
親
子

草　

恋
し
の
ぶ
」
な
ど
、
著
作
は
３
０
０
冊
を

超
え
る
。

緊
急
復
刊
１
９
９
０
年
初
版　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
予
言
!?

闇
の
眼　
デ
ィ
ー
ン
・
Ｒ
・
ク
ー
ン
ツ
著

　
　
　
　
　
　
　

松
本
み
ど
り
訳
光
文
社
文
庫

定
価
１
、
０
７
８
円（
税
込
み
）

江
戸
城
無
血
開
城
に
奔
走
し
た
山
岡
鉄
舟

  
海
を
渡
る
鉄
の
舟  

鳥
羽
亮
著

双
葉
文
庫　

定
価
７
１
５
円
（
税
込
み
）

霧
山
文
三
郎
（
作
家
・
古
代
史
研
究
家
）

注
目
の
歴
史
小
説

話題の本
コロナ禍で

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

　

こ
の
と
こ
ろ
、
ち
ょ
っ

と
し
た
も
の
に
び
く
つ
き

や
す
く
な
っ
て
い
て
、
そ

の
た
び
に
ピ
ス
ト
ル
を
と

っ
て
部
屋
中
を
調
べ
る

が
誰
も
い
な
い
。「
ど
し

ん
！
」
何
か
が
倒
れ
た
の

か
、
聞
き
耳
を
立
て
た
。

「
確
か
に
、
誰
か
が
こ
の

家
に
い
る
の
だ
」
と
耳
を

澄
ま
せ
る
。「
警
察
を
呼

ぼ
う
か
、
い
や
冗
談
の
種

に
さ
れ
る
な
ど
真
っ
平

だ
」。
家
の
中
を
探
し
て

み
よ
う
と
「
ピ
ス
ト
ル
を

天
井
に
向
け
弾
丸
を
一
つ

薬
室
に
送
り
込
ん
だ
」。

　

侵
入
者
は
い
な
か
っ

た
。
ダ
ニ
ー
の
部
屋
は

「
も
う
１
年
前
に
葬
儀
が

済
ん
だ
の
に
、
い
ま
だ
に

ダ
ニ
ー
の
も
の
を
処
分
し

な
い
で
い
る
」。
絵
を
か

く
の
が
好
き
だ
っ
た
ダ
ニ

ー
の
イ
ー
ゼ
ル
が
倒
れ
て

い
た
。「
さ
っ
き
の
音
は

こ
れ
だ
っ
た
の
だ
。だ
が
、

何
が
イ
ー
ゼ
ル
を
ひ
っ
く

り
返
し
た
の
だ
ろ
う
？
」

と
足
元
に
散
ら
ば
っ
た
ゲ

ー
ム
の
駒
を
拾
い
集
め
、

も
う
一
度
イ
ー
ゼ
ル
の
黒

板
を
振
り
返
る
と
「
シ
ン

デ
ハ　

イ
ナ
イ
」
と
書
き

な
ぐ
ら
れ
て
い
た
。
パ
ソ

コ
ン
に
は
「
サ
ム
イ
シ

イ
タ
イ　

マ
マ
？　

キ
コ

エ
ル
？
」「
コ
コ
カ
ラ
ダ

シ
テ
」
の
文
字
が
…
。

　

さ
て
、
題
名
の
「
闇
の

眼
」
は
会
話
の
中
の
一
言

で
あ
る
。
助
っ
人
に
な
っ

た
弁
護
士
の
恋
人
エ
リ
オ

ッ
ト
と
２
人
で
レ
ス
ト
ラ

ン
の
駐
車
場
で
交
わ
し
た

言
葉
だ
。「
誰
か
が
、
何

か
が
二
人
を
見
張
っ
て
い

る
…
人
間
で
あ
る
必
要
は

な
い
。
た
だ
―
何
か
―
不

気
味
で
―
奇
妙
な
も
の
」

「
ま
る
で
夜
そ
の
も
の
が

私
た
ち
を
見
張
っ
て
い
る

み
た
い
…
夜
、
影
、
闇
の

眼
ね
」。

　

巧
み
に
そ
の
不
可
解
な

場
に
誘
わ
れ
て
き
た
読
者

の
ア
ナ
タ
な
ら
ど
う
す
る

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
難

を
逃
れ
て
一
段
落
、
ホ
ッ

と
息
を
抜
い
た
と
こ
ろ

に
、
ま
た
も
や
信
じ
ら
れ

な
い
光
景
の
中
に
誘
わ
れ

…
。「
ど
う
す
る
？
」
と

自
問
し
な
が
ら
先
へ
先
へ

と
読
み
進
め
て
い
く
が
、

も
う
止
ま
ら
な
い
。

　

女
性
訳
者
の
文
章
は
や

わ
ら
か
く
や
さ
し
い
。
タ

イ
ミ
ン
グ
の
よ
い
豊
か
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
で
読
み

や
す
く
読
み
応
え
が
あ

る
。
ホ
ラ
ー
満
喫
度
１
２

０
％
以
上
、
秋
の
夜
長
に

ふ
さ
わ
し
い
書
だ
。

を
期
し
て
、
薩
摩
藩
士
の

益
満
休
之
助
と
共
に
駿
府

に
赴
き
、「
西
郷
勝
会
談
」

の
実
現
に
向
け
て
命
を
賭

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

世
は
明
治
に
な
っ
て
、

鉄
太
郎
は
慶
喜
と
共
に
駿

府
に
い
た
が
、
深
刻
な
問

題
は
江
戸
か
ら
追
放
さ
れ

た
何
万
も
の
幕
臣
た
ち
の

生
活
を
、
ど
こ
で
誰
が
い

か
に
し
て
見
て
や
る
の
か

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
人

を
活
か
そ
う
と
す
る
鉄
太

郎
が
侠
客
清
水
次
郎
長
の

力
を
借
り
て
大
活
躍
す
る

の
で
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
年
末
調
整
の
電
子
化
が
始

ま
っ
た
。
ま
ず
年
末
調
整
と
い
う
の
は
、

会
社
（
個
人
事
業
者
含
む
）
で
働
い
て
い

る
社
員
さ
ん
は
給
料
を
も
ら
い
ま
す
。
そ

の
給
料
の
税
金
の
計
算
は
会
社
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
勤
め
た
こ

と
が
あ
る
人
は
誰

し
も
経
験
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
年
末

に
な
る
と
会
社
か

ら
用
紙
が
配
ら
れ

て
、
だ
い
た
い
税

金
が
還
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
一
大
事

業
が
年
末
調
整
で

す
。
な
に
が
面
倒
か
と
い
う
と
、
期
限
ま

で
に
社
員
さ
ん
が
出
し
て
く
れ
な
い
。
出

し
た
と
し
て
も
、書
類
が
足
り
て
い
な
い
。

意
味
が
分
か
ら
な
い
。
間
に
合
わ
な
い
の

で
督
促
を
す
る
…
。
実
は
こ
ん
な
こ
と
が

一
番
大
変
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

今
回
、
電
子
化
に
な
る
と
こ
ろ
は
、
生

命
保
険
料
の
控
除
証
明
書
な
ど
を
通
常
、

紙
で
会
社
に
提
出
し
て
い
る
も
の
が
、

デ
ー
タ
で
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。

　

方
法
は
２
つ
。
１

つ
目
は
各
保
険
会
社

か
ら
控
除
証
明
書
を

取
得
し
て
、
そ
れ
を

会
社
に
提
出
す
る
。

私
も
ま
だ
見
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ど
ん

な
も
の
な
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
普
通
に
印
刷
も
で
き
る
よ

う
で
、
さ
ら
に
は
国
税
庁
が
公
開
し
て
い

る
年
末
調
整
ソ
フ
ト
を
使
う
と
年
末
調
整

の
申
告
書
に
記
載
し
て
デ
ー
タ
化
で
き
る

よ
う
で
す
。

　

２
つ
目
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
取

得
す
る
方
法
で
す
。

　

今
回
コ
ロ
ナ
給
付
金
の
関
係
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
申
請
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
パ
ソ
コ
ン
に
接
続
し
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
入
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
保
険
会
社
や
銀
行
、
税
務
署
と
つ
な

ぐ
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
来
る
案
内
な
ど

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ポ
ス
ト
（
民
間

送
達
サ
ー
ビ
ス
）
を
用
意
し
て
、
そ
こ
に

ま
ず
は
デ
ー
タ
が
来
て
、
そ
こ
と
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
と
を
つ
な
ぐ
作
業
が
必
要
で
す
。

　

デ
ー
タ
の
取
得
後
は
国
税
庁
の
年
末
調

整
ソ
フ
ト
を
使
う
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
会
社
か
ら
税

務
署
に
届
け
出
が
必
要
な
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

楽
に
な
れ
ば
良
い
の
だ
け
れ
ど
…
。

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室
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税理士 上西　知

年末調整の電子化が始まった

「江夏豊って知らないわ。それが事件とどう関係があるの」
　恬子はそう言いながら28の意味を思いついてしまった。
分かってみると何でもない。一生懸命考えている成平を見
ておかしくなって吹いてしまった。
　「私思い出したわ。これって本数よ。今年になって大伴
さんがいれたボトルの数よ」
　７月25日までにほぼ28本のウイスキーを空けたことにな
る。１カ月に４本、つまり１週間に１本のペースだ。弱い
ように見えて大伴は結構大酒飲みなのだ。分かってみれば
何でもない。ただ戸田の７月25日の謎は依然残ったままだ。
これも気になる。それ以外にも恬子はもう１つ別のことが
頭に浮かんだがすぐに打ち消した。それは今日のドライブ
で成平が大村神社までの一度も道を間違わなかったことな
のだ。昔、男性に誘われてドライブしたとき道を間違って
ばかりいたのと比べてすごく安心していられた。しかし以
前一度ここへ来たことがあるのではとふと思ってしまっ
た。そう考えると、大村神社の手前の郵便局で一度だけ道
を聞いたのまで何かわざとらしく思えてしまう。しかしそ

う考えたのは一瞬だった。
　店にあるウイスキーのボトルで恬子は薄い水割りを作っ
た。そして冷蔵庫からチーズを取り出しそれを手際よく皿
に盛りつけた。グラスを傾けながら恬子が声を掛ける。
　「今日は遠くまでお疲れ様」
　ママが殺された現場を見られて何か心のつかえのような
ものが取れたようだ。恬子がシュガーソウルが好きなこと
を成平が覚えていてくれたことも、持統天皇と赤人の歌が
百人一首と万葉集で違っているのを、彼が並び替えて答え
らしきものを見付けたことにも驚いているのだ。それに成
平が思っていた以上に正義感があって頼りがいがあること
に気付き始めている自分が嬉しかった。ただそれと平行し
て、真面目で堅物だとばかり思っていた成平の女好きそう
な部分も見えてきていることが多少心配ではあった。
 今日はやたらとお酒が進む。もう１杯飲んでからタクシー
を呼ぼう。恬子はそう思った。そうしたら成平は送ると言
うに決っている。そのときどうしよう。送られたら彼を自
分のマンションに入れようか、それとも…。そんなことを
ぼんやり考えていた。
　数日後のことだ。すべてが行き詰まっているように思え
た事件が思いがけない展開を見せる。大伴が殺されたのだ。
場所は京都市山科区小野御霊町の隋心院だ。小野小町が晩
年この地で過ごしたという伝承があり小町の歌碑も建って
いる。伏見区深草墨染町の欣淨寺（ごんじょうじ）から、
彼女に恋した深草少将が99日通ったという100日通い伝承
の場所でもあるらしい。
　大伴は隋心院でサバイバルナイフにより首を刺されてい
た。当時かなり酒を飲んでいたようだ。ナイフには特徴の
あるバンダナが巻かれていた。そして地面には指で書かれ
たようなダイイングメッセージＴが残されていた。Ｔの字
が付く大伴が殺され、そこにＴの字が残されているとすれ
ば、犯人は富田か戸田に絞られてくるはずなのだ。あとは
証拠になるようなものは残されていなかったらしいのだ
が、大伴のポケットには彼らしく文庫本が１冊入っていた。
古本らしいのだが、田辺聖子さんの「源氏がたり（一）」だっ
た。しかしこれが何かの手掛かりになるとも思えない。

百人一首殺人事件

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
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コ
ロ
ッ
セ
オ
の
近
く
に
は
、
あ
の
有
名
な
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
（
在
位
三
〇
六
〜
三
三
七

年
）
の
凱
旋
門
が
あ
り
ま
す
。
大
帝
と
い
わ
れ

る
皇
帝
に
は
、
彼
の
他
に
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
大
帝

（
ロ
ー
マ
の
再
統
一
と
キ
リ
ス
ト
教
の
国
教
化
）

と
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
大
帝
（
ロ
ー
マ
の
再
征

服
と
教
会
分
裂
を
終
わ
ら

せ
ハ
ギ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア
再

建
）
が
い
ま
す
が
、
ロ
ー

マ
を
強
大
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
同
時
に
キ
リ
ス
ト

教
を
保
護
し
た
こ
と
が
大

帝
と
い
う
名
称
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
い
か
に

立
派
な
皇
帝
で
も
、
キ
リ

ス
ト
教
を
保
護
し
な
い
皇
帝
は
大
帝
と
は
呼
ば
れ

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
乱
れ
て
い
た
広
大
な
ロ
ー
マ

帝
国
の
統
治
に
成
功
し
た
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ

ス
は
、
皇
帝
と
し
て
は
と
て
も
有
能
で
し
た
が
、

キ
リ
ス
ト
教
を
迫
害
し
た
た
め
大
帝
と
は
呼
ば
れ

て
い
ま
せ
ん
。
彼
が
そ
の
父
親
を
引
き
立
て
た
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
往
時
の
ご
と
く
広
い
領
土

を
支
配
す
る
と
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
認
め
た

偉
大
な
皇
帝
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
側
に
あ
る
コ

ロ
ッ
セ
オ
が
あ
ま
り
に
大
き
い
の
で
、
凱
旋
門
は

比
較
的
小
さ
く
見
え
ま
す
。
で
も
高
さ
は
二
十
五

メ
ー
ト
ル
と
結
構
立
派
な
も
の
で
保
存
状
態
も
素

晴
ら
し
く
、
一

見
の
価
値
は
あ

り
ま
す
。
こ
れ

は
紀
元
三
一
二

年
、
対
抗
馬
マ

ク
セ
ン
テ
ィ
ウ

ス
を
破
っ
た
彼

に
、
ロ
ー
マ
の

元
老
院
と
市
民

が
献
じ
た
も
の

で
す
。
そ
の
頃

の
日
本
で
は
よ

う
や
く
古
墳
時

代
に
入
っ
た
頃
で
す
が
、
ま
だ
仁
徳
陵
（
大
山
古

墳
）
の
よ
う
な
巨
大
古
墳
は
建
造
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
こ
の
凱
旋
門
を
飾
る
の
に
使
わ
れ
た
多

く
の
彫
刻
は
、
他
の
建
物
か
ら
取
っ
て
来
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
門
そ

の
も
の
も
既
存
の
凱
旋
門
を
借
用
し
た
と
い
う
説

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

彼
は
東
方
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
都
を
移
し
、

キ
リ
ス
ト
教
を
公
認
し
ま
す
。
そ
の
地
が
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
す
。
彼
は
ま
た
、
カ
リ
グ

ラ
と
ネ
ロ
の
戦
車
競
技
場
が
あ
る
ロ
ー
マ
の
ヴ
ァ

テ
ィ
カ
ヌ
ス
丘
に
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
を
建

設
し
、
ロ
ー
マ
市
内
に
も
徐
々
に
教
会
を
建
て
て

ゆ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
は
、

こ
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
そ
し
て
確
実
に
増
え
て

い
き
、
現
在
の
よ
う
に
無
数
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

フ
ォ
ロ
ロ
マ
ー
ノ
も
歩
き

ま
し
た
が
、
詳
し
い
知
識
が

な
か
っ
た
た
め
、
半
壊
全
壊

し
た
建
物
が
重
層
し
て
無
秩

序
に
建
っ
て
い
る
だ
け
で
、

何
を
見
て
い
る
の
か
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
は
ロ
ー
マ
市
の
中
心

を
占
め
る
広
大
な
遺
跡
で
、
古
代
ロ
ー
マ
の
歴
史

が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
近
古
代
ロ
ー

マ
の
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
だ
の
で
、
ま
た
行
く
機

会
が
あ
れ
ば
も
っ
と
面
白
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
聖
な
る
丘
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
の
東
側
の
裾
に
広

が
る
政
治
、
宗
教
の
中
心
地
で
、
多
く
の
建
物
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
聖
な
る
道
（
ヴ
ィ
ア
・
サ

ク
ラ
）
を
中
心
に
し
て
た
く
さ
ん
の
バ
シ
リ
カ
や

神
殿
、
祭
壇
、
柱
廊
、
記
念
柱
、
倉
庫
、
凱
旋
門

が
あ
り
、
そ
の
上
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
な
ど
比

較
的
新
し
い
建
造
物
な
ど
が
重
な
っ
て
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）
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口
内
に
広
が
る
品
の
あ

る
甘
さ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
沈

ん
で
い
た
気
持
ち
が
に
わ

か
に
晴
れ
た
。
魔
法
に
か

か
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な

感
覚
に
浸
る
。
金
平
糖
の

持
つ
力
に
記
者
は
驚
い

た
。

　

弘
化
４
年
（
１
８
４
７

年
）
創
業
の
緑
寿
庵
清
水

が
作
る
金
平
糖
は
お
菓
子

ト
が
進
ん
で
も
、
絶
対
に

真
似
で
き
な
い
職
人
技

広域

究
極
の
金
平
糖

究
極
の
金
平
糖

　

和
の
輪（
和
の
文
化
を
守
る
会
）が
９
月
25
日
に
フ
ェ

ニ
ー
チ
ェ
堺
・
小
ホ
ー
ル
（
堺
市
堺
区
翁
橋
町
２
）
で

開
か
れ
た
。
日
本
舞
踊
、
ゆ
か
た
シ
ョ
ー
、
仕
舞
、
薩

摩
琵
琶
、
十
二
単
舞
踊
、
中
国
琵
琶
な
ど
が
披
露
さ
れ

た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
き
も
の

シ
ョ
ー
。
モ
デ
ル
が
「
ｃ
ｈ
ｉ
ｇ

ｕ
ｓ
ａ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
纏
い

舞
台
を
華
や
か
に
歩
い
た
。
ｃ
ｈ

ｉ
ｇ
ｕ
ｓ
ａ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
八

尾
市
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
伊
藤
千

草
さ
ん
（
67
）
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

着
物
ド
レ
ス
。

　

着
物
を
こ
こ
ま
で
エ
レ
ガ
ン
ト

に
ド
レ
ス
へ
と
変
身
さ
せ
る
技
は

誰
に
も
真
似
で
き
な
い
。
ま
さ
に

和
魂
洋
才
の
極
み
だ
。

chigusa
コレクション

和
の
輪
で

披
露

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
伊
藤
千
草
さ
ん
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グ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
氏
の
講
演
を
聞
い
て

ロ
シ
ア
に
抱
く
甘
い
幻
想

ロ
シ
ア
に
抱
く
甘
い
幻
想

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー 

田
中
　
敦

田
中
　
敦

蛸た
こ
焼や
き
依よ
り
屋や

文ぶ
ん
左ざ

衛え

門も
ん

　

か
つ
て
大
阪
に
大
平
シ

ロ
ー
と
い
う
名
人
漫
才
師

が
い
た
。
し
ゃ
べ
く
り
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
歌

も
玄
人
は
だ
し
の
人
気

者
だ
っ
た
。

　

人
気
絶
頂
の
頃
、
所

属
し
て
い
た
吉
本
興

業
を
離
れ
て
花
の
都
東

京
へ
打
っ
て
出
た
。
そ

の
ま
ま
月
に
も
届
く
勢

い
が
続
け
ば
よ
か
っ
た

が
、
人
生
思
う
よ
う
に
は

回
ら
な
い
。
東
京
の
舞
台

で
大
成
功
と
は
な
ら
ず
、

大
阪
へ
舞
い
戻
り

人
生
の
節
目
と
考

え
、
芸
人
の
世
界

と
決
別
し
実
業
の

道
へ
進
ん
だ
。

　

立
ち
呑
み
屋
は

じ
め
様
々
な
店
を

立
ち
上
げ
た
。
２

０
０
５
年
、
相
合

橋
筋
に
「
蛸
焼
依

屋
文
左
衛
門
」
を

開
店
、
シ
ロ
ー
の

最
後
の
弟
子
で
あ

る
大
平
我
路
さ
ん

（
42
）
が
店
長
に
。

　

２
０
１
２
年
に

シ
ロ
ー
が
逝
去

し
、
そ
の
ま
ま
店

は
我
路
さ
ん
が
引

き
継
い
で
営
業
し
て
い
る
。

　

シ
ロ
ー
師
匠
の
思
い
出

を
聞
く
と
、「
と
て
も
厳

し
く
て
、
と
て
も
優
し
い

師
匠
で
し
た
」
と
し
み
じ

み
語
る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ド
リ
ン

ク
類（
生
ビ
ー
ル
・
酎
ハ
イ
・

ハ
イ
ボ
ー
ル
）
５
０
０
円
、

売
り
も
ん
の
蛸
焼
き
は
６

コ
３
０
０
円
、
12
コ
５
０

０
円
。
味
付
け
は
、
し
ょ

う
ゆ
・
ソ
ー
ス
・
ゆ
ず
・

塩
味
…
と
多
種
多
彩
だ
。

塩
味
が
絶
妙
と
大
評
判
。

　

我
路
さ
ん
は
京
都
市
東

山
の
出
身
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
「
大
平
我
路
」
が

絶
賛
放
映
中
で
あ
り
、
ラ

ジ
オ
関
西
・
サ
ン
テ
レ
ビ

等
の
レ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
で

も
活
躍
し
て
い
る
。

　

モ
ッ
ト
ー
を
聞
く
と

「
人
畜
無
害
で
、
生
涯
芸

人
」。
若
い
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
「
自
分
の
納
得

の
い
く
人
生
を
歩
ん
で
欲

し
い
」。

　

相
合
橋
筋
路
面
店
の

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

今
日
も
元
気
に
蛸
焼
き
・

ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

（
小
川
秀
人
）

　

目
の
前
に
は
見
覚
え
の
あ
る
顔
が
２

つ
、
俺
の
こ
と
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。

　

一
瞬
、
そ
れ
が
何
な
ん
か
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
。

　
「
ミ
ツ
ル
」

　

そ
の
顔
は
名
前
を
呼
ん
だ
。「
ミ
ツ

ル
」
そ
う
、
そ
れ
は
俺
の
名
前
だ
っ
た
。

　

声
の
す
る
方
に
視
線
を
移
す
。

　
「
あ
、
起
き
た
。
ミ
ツ
ル
、
大
丈
夫
？

　

ミ
ツ
ル
」

　

そ
う
だ
、
こ
の
顔
は
俺
の
母
親
だ
。

起
き
よ
う
と
す
る
と
頭
の
奥
に
衝
撃
が

走
っ
た
。

　
「
い
て
、
い
て
て
」

　
「
目
、
覚
ま
し
た
。
先
生
に
言
っ
て
く
る
」

　

も
う
一
人
の
方
の
男
は
俺
に
背
中
を
向
け
て
歩
き

だ
し
た
。
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
俺
の
父
親
だ
っ
た
。

　
「
あ
ん
た
大
丈
夫
か
？
」

　

母
は
俺
の
頭
に
ゆ
っ
く
り
と
手
の
ひ
ら
を
置
い

た
。
普
段
な
ら
す
ぐ
に
払
い
の
け
る
の
だ
が
、
頭
が

痛
く
て
動
け
な
い
。
母
の
手
に
込
め
ら
れ
た
体
温
は

ゆ
っ
く
り
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
穏
や
か
な
気
分
に
な

り
、
不
思
議
と
痛
み
が
や
わ
ら
い
だ
。
息
を
吐
く
。

な
ぜ
両
親
が
目
の
前
に
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ

こ
は
一
体
ど
こ
な
の
だ
ろ
う
。
奥
か
ら
一
定
の
波
の

よ
う
に
響
く
鈍
痛
の
中
で
俺
は
考
え
よ
う
と
し
た

が
、
う
ま
く
頭
が
回
ら
な
か
っ
た
。
最
後
の
記
憶
を

辿
っ
て
み
た
が
、
何
を
し
て
い
た
の
か
さ
え
覚
え
て

い
な
い
。

　

が
ち
ゃ
り
。
扉
の
開
く
音
が
す
る
。
頭
を
持
ち
上

げ
る
の
は
困
難
な
の
で
、
首
を
ひ
ね
り
視
線
を
や
っ

た
。
そ
こ
に
は
圭
太
君
が
い
た
。

　
「
大
丈
夫
か
？
」

　

色
が
白
く
背
の
低

い
そ
の
男
は
俺
に
向

か
っ
て
そ
う
言
っ

た
。

　

そ
の
瞬
間
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
が
津
波
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
て

き
て
、
俺
は
吐
き
そ

う
に
な
っ
た
。
ず
き

き
き
き
。
頭
が
痛

む
。
た
く
さ
ん
の
映

像
が
一
瞬
に
し
て
溢

れ
返
る
。
情
報
量
が

多
す
ぎ
て
、
処
理
が

追
い
つ
か
な
い
。
電

飾
に
煌
い
た
近
八
尾

風
景
。
扉
を
開
け
た

時
の
賑
や
か
な
音

楽
。
棚
に
並
ぶ
数
々

の
酒
。
ラ
イ
ト
を
浴

び
た
カ
ン
パ
リ
。
目

の
前
の
シ
ョ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。
俺
の
名
前
を
呼
ぶ
た
く

さ
ん
の
口
。
胸
の
谷
間
。
煙
草
の
吸
殻
。
グ
ラ
ス
の

破
片
。

　
「
い
た
、
い
た
た
た
た
」

　

頭
が
痛
む
。

　
「
あ
ん
た
、
大
丈
夫
か
？
」

　

聞
き
な
れ
た
母
親
の
声
。
そ
の
色
は
不
安
を
帯
び

て
い
る
。
そ
う
だ
っ
た
、
母
は
い
つ
も
俺
の
こ
と
を

こ
う
や
っ
て
心
配
し
た
。

　

が
ち
ゃ
り
。
も
う
一
度
扉
の
開
く
音
が
し
て
、
足

音
が
俺
の
方
に
近
づ
い
て
き
た
。
薄
っ
す
ら
と
目
を

開
け
る
と
白
衣
で
眼
鏡
を
か
け
た
男
が
立
っ
て
俺
を

見
下
ろ
し
て
い
る
。

　
「
は
い
、
痛
み
ま
す
ね
」

　

男
は
た
だ
そ
う
言
っ
た
。

　
「
先
生
、
ミ
ツ
ル
が
さ
っ
き
か
ら
痛
い
っ
て
言
っ

て
る
ん
で
す
け
ど
」

　

母
の
声
が
す
る
。
眉
を
ハ
の
字
に
曲
げ
て
目
を
見

開
い
て
い
る
顔
が
瞼
の
裏
に
浮
か
ん
だ
。
少
し
腹
が

立
っ
た
。

　
「
ど
こ
が
痛
い
で
す
か
？
」

　
「
さ
っ
き
目
を
覚
ま
し
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
か

ら
痛
い
、痛
い
っ
て
ず
っ
と
言
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

大
丈
夫
で
す
か
？　

ミ
ツ
ル
は
助
か
り
ま
す
か
？
」

　
「
頭
で
す
か
？　

体
で
す
か
？
」

　
「
本
当
に
さ
っ
き
目
を
覚
ま
し
た
ば
っ
か
り
な
ん

で
す
。
で
も
す
ぐ
に
痛
い
っ
て
。
脳
で
も
切
れ
た
や

な
い
か
っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　
「
言
葉
に
で
き
な
か
っ
た
ら
、
楽
な
方
の
手
で
痛

い
部
分
を
指
で
押
さ
え
て
く
だ
さ
い
」

　
「
ミ
ツ
ル
は
強
い
ん
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
大
き

な
怪
我
だ
っ
て
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
！　

だ
か

ら
初
め
て
痛
い
と
い
う
こ
と
に
戸
惑
っ
て
い
る
と
思

う
ん
で
す
。
先
生
、ミ
ツ
ル
を
助
け
て
く
だ
さ
い
！
」

　

う
っ
さ
い
、
ば
ば
ぁ
。
喋
ん
な
。
俺
は
心
の
中
で

叫
ん
だ
。
白
衣
の
男
は
見
事
な
ま
で
に
母
の
声
を
受

け
流
し
て
い
る
。受
け
流
す
と
い
う
よ
り
も
無
視
だ
。

　
「
…
頭
」

　

微
か
な
声
。
そ
れ
は
久
々
に
聞
い
た
自
分
の
声
だ

っ
た
。

　
「
頭
が
痛
い
で
す
ね
。
大
丈
夫
で
す
。
動
か
な
い

で
く
だ
さ
い
」

　

そ
う
言
っ
て
、
俺
の
こ
め
か
み
の
部
分
に
手
を
置

い
た
。

　
「
そ
れ
で
は
目
を
開
け
て
く
だ
さ
い
」

　

俺
は
目
を
見
開
い
た
。

　
「
ミ
ツ
ル
！　

頑
張
り
や
！　

ミ
ツ
ル
！
」

　

男
の
奥
か
ら
母
親
が
け
た
た
ま
し
く
叫
ぶ
。
そ
の

甲
高
い
声
が
頭
に
響
い
て
痛
か
っ
た
。

　

光
を
当
て
て
白
衣
の
男
は
俺
の
眼
球
を
調
べ
た
。

上
を
向
い
た
り
、
下
を
向
い
た
り
。
光
は
眩
し
か
っ

た
。

　
「
大
丈
夫
だ
と
は
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
二
日
酔

い
で
し
ょ
う
」

　

男
は
そ
う
言
っ
た
。

　
「
ほ
ん
ま
で
す
か
？　

ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
く
だ
さ

い
、
先
生
！　

ミ
ツ
ル
が
苦
し
ん
で
ま
す
。
ち
ゃ
ん

と
調
べ
て
く
だ
さ
い
！
」

　

母
は
白
衣
を
掴
ん
で
そ
う
言
っ
た
。
そ
の
姿
を
見

て
、
反
射
的
に
俺
は
声
を
出
し
た
。

　
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
、
大
丈
夫
や
っ
て
！
」

　

不
思
議
と
痛
み
は
感
じ
な
か
っ
た
。
母
は
目
を
丸

く
し
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
。

　
「
ミ
ツ
ル
！　

あ
ん
た
大
丈
夫
か
？　

痛
か
っ
た

な
ぁ
！　

痛
か
っ
た
な
ぁ
！
」

　
「
大
丈
夫
や
か
ら
黙
っ
と
け
や
！
」

　

そ
う
だ
、
俺
は
近
八
尾
の
バ
ー
の
周
年
パ
ー
テ
ィ

ー
に
行
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
酒
を
飲
み
過
ぎ
た
。
こ

こ
は
き
っ
と
病
院
で
、
ど
う
い
う
わ
け
か
俺
は
こ
こ

に
運
ば
れ
て
き
た
。

き
っ
と
何
か
、
分
か

ら
な
い
け
ど
、
大
き

な
何
か
を
し
で
か
し

て
し
ま
っ
た
に
違
い

な
い
。

　
「
す
ぐ
に
帰
っ
て

も
ら
っ
て
も
大
丈
夫

で
す
が
、
落
着
く
ま

で
寝
て
い
て
下
さ

い
」

　

先
生
は
何
に
も
興

味
な
さ
そ
う
に
淡
々

と
そ
う
言
っ
た
。

　
「
先
生
、
ミ
ツ
ル

本
当
に
大
丈
夫
で
す

か
ね
？　

ミ
ツ
ル
は

も
う
大
丈
夫
で
す
か

ね
？
」

　
「
大
丈
夫
だ
と
は

思
い
ま
す
」

　

小
さ
な
声
で
母
親

を
軽
く
あ
し
ら
い
、
足
早
に
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。

　

母
は
扉
に
向
か
っ
て
し
ば
ら
く
頭
を
下
げ
て
い

た
。

　
「
大
丈
夫
か
？
」

　

す
ぐ
近
く
で
声
が
聞
こ
え
る
。
見
上
げ
る
と
父
の

姿
が
あ
っ
た
。

　
「
酒
に
酔
っ
て
階
段
か
ら
こ
け
た
ら
し
い
な
」

　

え
？　

そ
う
か
、
俺
は
階
段
か
ら
こ
け
た
の
か
。

　
「
彼
が
救
急
車
を
呼
ん
で
く
れ
た
ら
し
い
わ
」

　

父
の
視
線
の
先
に
は
圭
太
君
が
い
た
。
呆
然
と
し

た
表
情
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
。
蛍
光
灯
の
下
で
見

る
圭
太
君
は
奇
妙
な
ほ
ど
に
顔
色
が
白
か
っ
た
。
た

だ
の
飲
み
過
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
こ
れ
に
懲
り
た
ら
、
酒
は
控
え
ろ
よ
」

　

父
は
そ
う
言
っ
た
。
そ
の
偉
そ
う
な
言
葉
に
腹
が

立
っ
た
。
何
も
か
も
知
っ
た
風
に
俺
を
た
し
な
め
や

が
っ
て
。

　
「
ミ
ツ
ル
、
大
丈
夫
か
？　

起
き
れ
る
か
？
」

　

母
が
慌
て
て
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
飛
ん
で
き
た
。
声

が
大
き
い
し
、
バ
タ
つ
く
し
、
い
ら
い
ら
す
る
。

　
「
ち
ょ
っ
と
体
起
こ
し
て
み
」

　

そ
う
言
っ
て
背
中
に
右
手
を
差
し
込
ん

で
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
。
体
を
触
ら
れ
る

の
が
癪
だ
っ
た
の
で
急
い
で
起
き
上
が
ろ

う
と
す
る
と
、

　
「
あ
か
ん
、
あ
か
ん
！　

ゆ
っ
く
り
せ

な
！　

ま
だ
起
き
上
が
ら
れ
へ
ん
わ
。
寝
と

き
、
寝
と
き
！
」

　

そ
う
言
っ
て
俺
の
両
肩
を
ベ
ッ
ド
に
押

さ
え
つ
け
た
。

　
「
ど
っ
ち
や
ね
ん
！
」

　

あ
ぁ
、
腹
が
立
つ
。
意
識
が
は
っ
き
り
と

し
て
き
た
の
か
、
急
に
病
室
は
賑
や
か
に
な

っ
た
。そ
う
か
、俺
は
病
院
に
運
ば
れ
た
の
か
。

次
号
（
11
月
15
日
付
）
に
続
く

近八尾行進曲

連載小説連載小説㉔㉔

嶋
津
亮
太
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

近八尾行進曲近八尾行進曲

日
新
聞
出
版
）。

10
月
２
日
、
白

石
邸
に
１
泊
し
翌

日
に
出
発
し
た
月

照
ら
は
11
月
11
日

の
朝
、
西
郷
家
に

た
ど
り
着
き
ま
す
。

紆
余
曲
折
あ
っ
た

危
険
な
逃
避
行
を

語
る
月
照
、
西
郷
も
ま
た
斉

彬
亡
き
後
の
藩
の
著
し
い
変

貌
に
失
望
し
た
こ
と
な
ど
を

語
り
ま
す
。「
も
う
こ
れ
ま

で
か
」、
以
心
伝
心
と
い
う

も
の
で
す
。

　

錦
江
湾
の
悲
劇
に
つ
い

て
、
正
一
郎
か
ら
数
え
て
６

代
目
の
白
石
資
朗
氏
（
日
記

を
現
代
語
訳
）
は
「
12
月
12

日
、
月
照
の
逃
走
に
手
を
貸

し
た
た
め
、
筑
前
に
亡
命
中

の
平
野
次
郎
が
訪
れ
泊
ま
っ

た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
す
が
、
白
石
正
一

郎
に
投
身
・
救
助
の
一
部
始

終
を
報
告
し
た
で
し
ょ
う
。

西
郷
は
、
溺
死
と
さ
れ
墓
も

作
ら
れ
て
、
菊
池
源
吾
と
改

名
、
奄
美
大
島
で
の
潜
居
を

命
じ
ら
れ
、
安
政
６
年
（
１

８
５
９
年
）
１
月
12
日
奄
美

大
島
北
部
の
龍
郷
に
着
き
ま

す
。
愛
加
那
と
の
生
活
…
。

時
は
流
れ
て
西
郷
に
再
び
大

役
が
…
。

　
「
文
久
２（
１
８
６
２
）
年

３
月
19
日
、
大
嶋
三
右
衛
門

の
名
で
西
郷
吉
之
助（
隆
盛
）

が
久
ぶ
り
に
正
一
郎
の
日
記

に
登
場
す
る
。
正
一
郎
と
は

安
政
４
年
い
ら
い
の
再
会

だ
っ
た
が
、
久

き
ゆ
う

闊か
つ
を
叙
す
る

ひ
ま
も
な
く
、
西
郷
は
急
に

思
い
つ
め
た
顔
に
な
り
、
あ

わ
て
て
大
坂
へ
向
か
っ
た
」

（「
維
新
の
商
人
」）
の
で
白

石
と
の
再
会
な
ら
ず
で
す
。

　

久
光
上
洛
に
際
し
て
奄
美

大
島
か
ら
呼
び
返
さ
れ
た
西

郷
が
「
無
位
無
官
の
お
方
が

突
然
上
洛
さ
れ
て
何
が
で
き

ま
し
ょ
う
や
」
と
言
い
放
っ

た
「
じ
ご
ろ

（
田
舎
者
）」

発
言
で
怒
り

心
頭
の
久

光
。

　

西
郷
は
上

洛
す
る
久
光

か
ら
「
下
関

で
待
つ
よ
う

に
」
と
命
じ

ら
て
い
ま
し

た
が
関
白
・

九
条
尚
忠
ら

の
殺
害
計
画

を
聞
き
、「
の

ん
び
り
と
主

君
を
待
っ
て

い
る
時
で
は
な
い
、
過
激
派

の
暴
発
を
抑
え
ね
ば
」
と
飛

び
出
し
た
の
で
す
。

　

い
く
ら
何
で
も
西
郷
が
久

光
に
何
ら
連
絡
も
し
な
い
無

礼
は
考
え
ら
れ
な
い
と
、
海

音
寺
潮
五
郎
は
自
著
「
史
伝

西
郷
隆
盛
（
一
）」（
文
春
文

庫
）
で
大
久
保
利
通
の
「
握

り
つ
ぶ
し
」
を
示
唆
。
謎
や

不
思
議
さ
を
読
み
解
き
想
像

す
る
面
白
さ
は
読
書
を
深
め

ま
す
。

　

怒
り
冷
め
や
ら
ぬ
久
光
は

奄
美
大
島
か
ら
戻
っ
て
わ
ず

か
４
カ
月
の
西
郷
を
再
び
島

流
し
に
。
今
度
は
罪
人
と
し

て
徳
之
島
へ
。

　

安
政
５
年
（
１
８
５
８

年
）の
秋
。
斉
彬
の
急
死（
７

月
）
後
、
一
橋
慶
喜
派
の
大

名
や
公
家
ら
を
激
し
く
弾
圧

す
る
井
伊
直
弼
の
恐
怖
政
治

は
「
安
政
の
大
獄
」
と
い
わ

れ
、
下
関
や
九
州
の
地
に
も

及
び
ま
す
。

　

月
照
を
追
っ
て
幕
府

の
捕
吏
と
地
元
の
目
明

し
が
「
忍
向
と
い
う
坊

さ
ん
が
来
た
は
ず
だ
」「
僧

を
伴
っ
た
２
、
３
人
が
来
た

こ
と
は
確
か
だ
が
、
す
ぐ
に

出
発
し
た
ら
し
い
と
適
当
に

あ
し
ら
い
、
薩
摩
の
手
土
産

を
渡
し
て
早
々
に
帰
っ
て
も

ら
う
」
と
「
白
石
正
一
郎
日

記
」
は
書
い
て
い
ま
す
（
古

川
薫
著
「
維
新
の
商
人
」
毎

下
関
白
石
邸
で
待
つ
よ
う
に

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書書

⒕

坂町スケッチ

４

塩味の蛸焼きが絶妙と大評判！

フェリーから見る徳之島

いつも元気な大平我路さん

大阪市中央区千日前１―８－24
TEL090－9871－7314
営業時間：19時～深夜１時
休日：なし

蛸焼依屋文左衛門

　

近
年
よ
う
や
く
日
本
人

の
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス

と
し
て
「
中
国
脅
威
論
」

が
定
着
し
つ
つ
あ
る
な

か
、
な
ぜ
か
「
ロ
シ
ア
脅

威
論
」
と
で
も
い
う
べ
き

論
調
が
保
守
系
の
人
び
と

か
ら
も
ほ
ぼ
聞
こ
え
て
こ

な
い
の
は
、
ロ
シ
ア
に
対

す
る
危
機
感
の
希
薄
さ
の

表
れ
で
は
な
い
か
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
ロ
シ
ア
に
対
し

て
「
中
韓
と
違
い
ロ
シ
ア

は
親
日
国
だ
ろ
う
か
ら
仲

良
く
し
た
ほ
う
が
良
い
」

「
北
方
領
土
は
２
島
返
還

や
面
積
２
等
分
で
も
良
い

か
ら
早
期
に
日
ロ
平
和
条

約
を
締
結
せ
ね
ば
」「
ロ

シ
ア
を
中
国
包
囲
網
に
取

り
込
む
べ
き
」
な
ど
と

い
っ
た
ロ
シ
ア
に
甘
い
幻

想
を
抱
い
て
い
る
論
調
、

そ
し
て
実
際
に
ロ
シ
ア
の

本
質
が
剥
き
出
し
に
な
っ

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
・
ク

リ
ミ
ア
併
呑
を
、
あ
く
ま

で
対
岸
の
火
事
と
決
め
込

ん
で
傍
観
し
て
い
る
日
本

人
の
多
さ
に
は
ほ
と
ほ
と

失
望
さ
せ
ら
れ
る
。

　

ロ
シ
ア
と
い
う
国
家
は

領
土
侵
略
の
た
め
な
ら
ば

自
国
民
を
殺
戮
し
、
隣
国

に
侵
攻
し
て
さ
ら
に
多
く

の
他
国
民
を
虐
殺
す
る
血

も
涙
も
な
い
生
粋
の
侵
略

国
家
だ
と
い
う
こ
と
は
歴

史
が
証
明
し
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
８
月
９
日
以

降
、「
日
ソ
中
立
条
約
」

を
一
方
的
に
破
棄
し
満

洲
・
樺
太
・
千
島
を
掠
略

し
た
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
約

束
・
条
約
は
「
破
る
た
め

の
も
の
」
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
日
本
も
昭
和
31

年
の
「
日
ソ
共
同
宣
言
」

な
ど
こ
ち
ら
か
ら
破
棄
し

て
し
ま
え
ば
よ
い
。
居
直

り
強
盗
ロ
シ
ア
と
の
友
好

な
ど
願
い
下
げ
で
あ
り
、

和
平
条
約
締
結
な
ど
以
て

の
外
、
と
い
う
わ
け
だ
。

日
本
は
ロ
シ
ア
に
対
し
て

南
千
島
四
島
の
み
な
ら

ず
、
千
島
全
島
・
南
樺
太

そ
し
て
延
滞
料
と
し
て
の

北
樺
太
を
付
帯
し
て
の
全

面
一
括
返
還
を
強
面
に
主

張
し
、
そ
の
要
求
を
突
き

付
け
続
け
る
べ
き
な
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
述
べ
る
な
ら

ば
、
ソ
連
が
崩
壊
し
て
新

し
く
民
主
国
家
ロ
シ
ア
と

い
う
国
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
、
と
い
う
の
も
日
本
人

独
特
の
幻
想
で
あ
り
、
ロ

シ
ア
は
昔
か
ら
今
に
至
る

ま
で
ロ
シ
ア
の
ま
ま
な
の

で
あ
る
。
実
際
に
英
語
圏

で
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
時
代

の
ロ
シ
ア
を
Ｒ
ｅ
ｄ
Ｒ

ｕ
ｓ
ｓ
ｉ
ａ
と
表
現
す

る
。
つ
ま
り
本
質
的
に
膨

張
主
義
・
侵
略
主
義
の
ロ

シ
ア
は
一
貫
し
て
変
わ
り

な
い
と
い
う
こ
と
を
欧
米

人
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
膨
張

主
義
・
侵
略
主
義
の
被
害

者
で
あ
る
日
本
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
い
っ
た
諸
国
家
が

遠
交
近
攻
し
、
手
を
携
え

て
ロ
シ
ア
と
い
う
世
界
の

巨
悪
に
正
面
を
切
っ
て
対

峙
し
得
る
時
代
を
我
々
は

創
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な

い
。

【
追
記
】
こ
の
度
、
か
ね

て
よ
り
私
淑
し
て
い
た
グ

レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
先

生
の
講
演
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

非
常
に
光
栄
な
こ
と
で
あ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

た
。
兄
の
姿
が
な
い
こ
と
を
尋
ね

る
と
、
母
は
「
お
兄
ち
ゃ
ん
は
６

年
生
だ
か
ら
ね
。
ク
ラ
ス
で
ま
だ

な
の
は
数
人
だ
し
、
仕
方
な
い
で

し
ょ
」
と
諦
念
し
て
い
た
。
僕
は

怒
り
で
陶
器
の
貯
金
箱
を
ぶ
っ
壊

し
、
６
０
０
余
円
を
持
っ
て
神
社

に
急
い
だ
。

　

す
で
に
人
は
お
ら
ず
、
本
殿
に

は
「
売
り
切
れ
」
の
張
り
紙
が
あ

っ
た
。
境
内
は
大
勢
の
人
に
踏
み

荒
ら
さ
れ
て
い
た
。
日
が
暮
れ
、

蓄
光
塗
料
の
光
の
よ
う
に
淡
く
光

る
も
の
が
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。
翼
か
ら
落
ち
た
羽
だ

っ
た
。
そ
れ
は
田
中
の
背
に
生
え

て
い
た
時
の
よ
う
な
神
々
し
さ
は

な
く
、
ま
が
い

物
の
よ
う
に
見

え
た
。

　

そ
れ
で
も
僕

は
羽
を
持
っ
て

帰
ろ
う
と
ポ
ケ

ッ
ト
に
押
し
込
ん
だ
。
そ
の
時
、

ひ
と
さ
し
指
の
先
か
ら
血
が
出

た
。
羽
の
根
本
の
硬
い
部
分
で
切

っ
た
よ
う
だ
。指
先
を
咥
え
た
後
、

傷
を
確
認
す
る
と
、
指
が
光
っ
て

い
た
。
羽
と
同
じ
ま
が
い
物
の
光

だ
っ
た
。

　

翌
日
教
室
に
着
く
と
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
３
分
の
１
が
い
な
か
っ

た
。
田
中
も
い
な
か
っ
た
。
先
生

が
来
て
、「
神
様
に
な
っ
た
子
は
、

み
ん
な
無
事
に
い
き
ま
し
た
」
と

言
っ
た
。
う
ち
の
兄
も
、
朝
起
き

る
と
い
な
か
っ
た
。

　

ひ
と
さ
し
指
の
発
光
は
止
ま
り
、

黒
く
変
色
し
た
。
痛
み
は
な
い
。

　

教
室
の
人
だ
か
り
か
ら
幾
筋
も

の
光
が
出
て
い
て
ま
ぶ
し
い
。
近

づ
く
と
田
中
が
光
っ
て
お
り
、
背

中
に
は
翼
が
生
え
て
い
た
。

　

田
中
は
「
神
様
」
に
な
っ
て
い

た
。

　
「
登
校
中
に
Ａ
神
社
の
前
を
通

っ
た
時
、何
か
光
っ
た
気
が
し
て
。

行
っ
た
ら
売
っ
て
た
。
即
購
入
。

超
ラ
ッ
キ
ー
」

　
「
い
く
ら
だ
っ
た
の
」

　
「
２
千
円
」
小
学
生
に
は
大
金

だ
っ
た
。

　
「
図
工
の
教
材
費
を
ち
ょ
っ
と

ね
」

　

先
生
は
教
室
に
入
っ
て
く
る
な

り
、
田
中
の
背
中
の
翼
を
大
い
に

褒
め
た
。
そ
の

日
は
、
田
中
か

ら
溢
れ
る
光
で

ク
ラ
ス
に
落
ち

着
き
が
な
か
っ

た
。
見
か
ね
た

先
生
が「
田
中
な
ん
と
か
し
ろ
ー
」

っ
て
笑
い
な
が
ら
言
う
の
で
、
田

中
も「
な
ん
と
も
で
き
ま
せ
ー
ん
」

っ
て
笑
い
な
が
ら
ペ
カ
ペ
カ
光
っ

て
ク
ラ
ス
じ
ゅ
う
爆
笑
。

　

学
校
が
終
わ
る
と
、
み
ん
な
お

金
を
取
り
に
一
目
散
に
帰
宅
し

た
。僕
は
売
れ
行
き
が
気
に
な
り
、

Ａ
神
社
に
向
か
っ
た
。
途
中
、
立

派
な
翼
を
生
や
し
て
光
る
子
ど
も

た
ち
と
す
れ
違
っ
た
。
恍
惚
の
表

情
だ
っ
た
。
参
道
に
着
く
と
、
行

列
が
鳥
居
か
ら
は
み
出
て
い
た
。

僕
は
慌
て
て
自
宅
に
向
か
っ
た
。

　

母
に
金
を
無
心
し
た
が
、
３
年

生
に
は
早
す
ぎ
る
と
却
下
さ
れ

ひ
か
り中森

臨
時

（
北
河
内
在
住
の
小
説
家
）

小
説

　

評
論
家
グ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
氏
（
32
）
＝

写
真
＝
が
３
冊
目
の
本
「
日
本
を
取
り
巻
く
無
法

国
家
の
あ
し
ら
い
方
」を
育
鵬
社
か
ら
出
版
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
９
月
22
日
に
大
阪
市
立
総
合

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
第
１
研
修
室
（
大
阪
市
北

区
梅
田
１
）
で
講
演
会
が
開
か
れ
た
。
主
催
は
日

本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
。

　

参
加
し
た
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
田
中
淳
氏

（
32
）
が
原
稿
を
寄
せ
た
。

熱弁を振るうグレンコ・アンドリー氏

ソーシャルディスタンスをとって開かれた

寄 稿
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史
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史
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「
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
」

　

恐
る
恐
る
聞
い
て
み
た
。
歳
を
考
え
れ
ば
、
断

然
こ
ち
ら
が
上
な
の
で
、
そ
こ
ま
で
低
調
な
態
度

を
取
る
必
要
は
な
い
の
だ
が
、
無
闇
矢
鱈
に
偉
そ

う
ぶ
る
の
は
好
き
で
は
な
い
。

　

キ
エ
フ
大
学
の
学
生
は
、
銀
縁
メ
ガ
ネ
の
ツ
ル

を
持
っ
て
ズ
レ
を
直
す
。

　
「
キ
エ
フ
大
学
３
回
生
の
ア
ン
ド
リ
ー
と
申
し

ま
す
。
お
２
人
の
見
方
が
甘
い
の
で
、
つ
い
口
を

挟
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

　

そ
う
言
っ
て
ア
ン
ド
リ
ー
青
年
は
深
々
と
頭
を

下
げ
た
。

　

ど
う
や
ら
礼
儀
を
わ
き
ま
え
な
い
不
埒
な
若
者

で
は
な
い
よ
う
だ
。
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
に
目
配
せ
し

た
。
彼
女
は
小
さ
く
右
目
を
ウ
イ
ン
ク
し
て
応
え

る
。
私
と
同
じ
よ
う
に
青
年
の
話
を
聞
き
た
が
っ

て
い
る
。

　
「
で
は
、
聞
き
ま
す
が
、
私
た
ち
が
甘
い
と
い

う
の
は
、
ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
」

　

追
随
し
て
ス
ベ
ト

ラ
ー
ナ
は
「
教
え
て

ほ
し
い
わ
」
と
笑
み

を
浮
か
べ
た
。

　

威
厳
を
作
ろ
う
と

し
て
か
、
青
年
は
咳

払
い
を
し
て
か
ら
こ

ち
ら
に
体
を
向
け
た
。

　
「
実
は
、
僕
の
家

に
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
が

転
が
り
込
ん
で
き
て

い
る
の
で
す
」

　

話
を
聞
く
と
、
ア
ン
ド
リ
ー
青
年
の
父
親
を
頼

っ
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
の
学
者
が
妻
と
子
ど
も
連

れ
て
や
っ
て
来
た
と
い
う
。
２
人
は
キ
エ
フ
大
学

で
机
を
並
べ
た
同
級
生
の
よ
う
だ
。
子
ど
も
と
い

っ
て
も
ア
ン
ド
リ
ー
青
年
よ
り
も
４
つ
ほ
ど
年
下

で
、
ほ
ぼ
同
年
代
。

　

こ
の
学
者
だ
け
な
く
、
多
く
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
人

が
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
に
恐
れ
戦
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ラ
ト
ビ
ア
へ
脱
出
し
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
の
思
う
壺

だ
。
後
ろ
に
構
え
る
プ
ー
チ
ン
も
ほ
く
そ
笑
ん
で

い
る
に
違
い
な
い
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
は
ル
カ
シ

ェ
ン
コ
に
立
ち
向
か
う
勇
敢
な
若
者
が
残
っ
て
い

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
彼
ら
を
後
押
し
す
べ
き
だ
と

ア
ン
ド
リ
ー
青
年
は
力
説
す
る
。

　
「
今
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
を
倒
さ
な
け
れ
ば
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
に
民
主
化
は
き
ま
せ
ん
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
159

ベラルーシの民主化のために

ウクライナ

る
と
、
や
は
り
周
で
あ

る
。
周
が
夢
で
胡
蝶
と

な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
胡
蝶
が
夢
で
周
と

な
っ
た
の
か
分
か
ら
な

い
。
け
れ
ど
も
周
と
胡

蝶
と
は
か
な
ら
ず
区
別

が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
れ

を「
物ぶ

っ

化か
（
物
の
変
化
）」

と
い
う
の
だ
。

　

江
戸
時
代
の
京
の
画

家
、
英

は
な
ぶ
さ

一
蝶
に
、
午

睡
だ
ろ
う
、
ご
ろ
り
と

寝
転
ん
で
い
る
荘
子
の

絵
が
あ
る
。
う
つ
ら
う

つ
ら
し
て
い
る
う
ち
に

蝶
に
な
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
が
ば
っ
と
目

覚
め
て
み
る
と
も
と
の

荘
周
で
あ
る
。
だ
が
、

も
し
か
し
た
ら
、
自
分

は
蝶
で
あ
っ
て
周
は
蝶

　

昔
、
荘そ

う

周し
ゅ
う

は
夢
の

中
で
胡
蝶
と
な
っ
た
。

ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
飛

び
、
楽
し
く
て
楽
し
く

て
、
自
分
が
周
だ
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
い

た
。
に
わ
か
に
め
ざ
め

が
夢
を
見
て
い
る
姿
で

は
な
い
か
と
い
う
。
こ

れ
を
「
物
化
」
と
呼
ん

で
い
る
。

晋し
ん

の
郭か

く

象し
ょ
う

の
注
釈

に
よ
れ
ば
、「
化
」
は

死
生
の
変
化

で
あ
る
。
古

代
の
「
夢
」

は
眠
っ
て
い
る
間
に
魂

が
抜
け
出
し
て
、
死
者

の
魂
な
ど
他
の
魂
と
出

会
う
こ
と
で
あ
る
。
蝶

や
蛍
な
ど
は
、
ひ
ら
ひ

ら
と
飛
ぶ
魂
の
形
象
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

郭
象
は
、荘
子
は
「
死
」

を
夢
に
胡
蝶
に
な
る
よ

う
な
も
の
と
考
え
て
い

た
と
、と
ら
え
て
い
る
。

な
お
、「
周
」
は
荘
子

の
名
と
さ
れ
る
が
、
内

篇
で
は
こ
こ
だ
け
で
あ

る
。「
周
」
は
「
め
ぐ

る
」
で
、
こ
の
話
に
あ

わ
せ
た
仮
の
名
で
は
な

い
か
。
そ
れ
は
周
と
蝶

の
循
環
ひ
い
て
は
死
生

の
変
化
を
示
唆
し
て
い

る
。

　

司
馬
遼
太
郎
の
「
胡

蝶
の
夢
」
で
は
伊
之
助

が
「
俺
は
、
蝶
だ
ぞ
」

と
叫
ぶ
。
自
分
は
蝶
で

あ
り
、
人
と
し
て
の
生

は
胡
蝶
の
夢
だ
と
と
ら

え
て
い
る
。

胡
蝶
の
夢

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    
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爆笑！スーパーライブ 2020
あれから 40年～　　　　　　　　　　　
中高年の皆様を笑いの渦に巻き込みます！
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わんにゃんわんにゃん　　く  よ  う

ペットちゃんの
永代供養墓
ペットちゃんの
永代供養墓

中央環状線

道和
阪

道の駅
しらとりの郷

美原ロータリー

下黒山

中央環状線

道和
阪 美原ＪＣＴ GS ジョーシン

霊園看板

ニ
ビ
ン
コ

美原東ロイヤルメモリアルパーク

年４回の合同供養会

20
代
前
半
で
 読
ん
だ
 こ
の
本

書
を
40
代
と
な
っ
て
再
び
 読
み

返
し
た
。
私
が
 初
め
て
北
京
の

大
地
を
踏
ん
だ
 の
が
 １
９
９
７

年
夏
で
 あ
っ
た
。
そ
の
１
年
後

に
発
売
さ
れ
、
す
ぐ
 に
購
入
し

た
。
初
め
て
読
ん
だ
 と
き
も
、

今
回
再
読
し
て
も
、
こ
の
本
に

は
、
90
年
代
の
あ
の
北
京
の
臭

い
が
 す
る
。
政
治
と
観
光
以
外

は
何
も
な
く
、ま
だ
 ま
だ
 汚
く
、

不
便
だ
 っ
た
街
に
思
い
を
馳
せ

な
が
 ら
熱
き
も
の
を
感
じ
 た
。

そ
し
て
、
１
９
９
９
年
に
再
び
 

私
は
北
京
の
大
地
に
足
を
つ
け

た
。

　

本
書
は
、
自
身
の
バ
 ン
ド
 爆

風
ス
ラ
ン
プ
 で
 大
ヒ
ッ
ト
を
飛

ば
 し
て
い
た
が
 、
日
本
の
芸
能

界
に
嫌
気
を
指
し
て
い
た
フ
ァ

ン
キ
ー
末
吉
氏
が
 、
あ
る
き
っ

か
け
で
 北
京
旅
行
を
し
、
中
国

人
ロ
ッ
ク
バ
 ン
ド
 黒
豹
と
出
会

う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
多
く

の
協
力
者
と
と
も
に
中
国
の
大

地
で
 奔
走
し
、
音
楽
業
界
と
飲

食
業
界
で
 大
成
功
を
つ
か
む
サ

ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
。

　

氏
の
中
国
で
 の
業
績
は
、
こ

れ
以
後
も
続
く
が
 、
私
の
目
に

は
、
閉
塞
し
て
い
く
東
京
を
横

目
に
日
本
を
飛
び
 出
し
、
中
国

で
 ビ
 ジ
 ネ
ス
を
展
開
す
る
ビ
 ジ
 

ネ
ス
マ
ン
に
映
る
。そ
し
て
今
、

カ
ン
ボ
 ジ
 

ア
を
拠
点

と
し
て
い

る
。

　
田
辺
寛

（
中
華
メ
タ

ル
研
究
家
）
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ジ
ャ
ズ
の
盛
ん
な
大
阪

の
ミ
ナ
ミ
・
キ
タ
で
も
、

ジ
ャ
ズ
バ
ー
や
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
の
ク
ロ
ー
ズ
が
続
い

て
い
る
。
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
は
淋
し
い
こ
と
だ
。

　

近
鉄
奈
良
線
八
戸
ノ
里

駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
地

に
バ
ー
蓄
音
機
が
あ
る
。

オ
ー
ナ
ー
は
店
の
２
階
に

あ
る
松
井
歯
科
医
院
の
松

井
久
院
長
だ
。

　

店
名
の
通
り
松
井
院
長

は
著
名
な
蓄
音
機
コ
レ
ク

タ
ー
で
あ
り
、
好
き
が
高

じ
て
ジ
ャ
ズ
バ
ー
を
開

業
。
日
曜
・
火
曜
の
定
休

日
以
外
は
楽
し
い
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
を
開
演
し
て
い

る
。

　

９
月
25
日
、
東
大
阪
市

文
化
創
造
館
（
東
大
阪
市

御
厨
南
２
）
で
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
。

バ
ー
蓄
音
機
の
ラ
イ
ブ
に

常
連
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
出

演
し
て
い
る
地
元
出
身
の

高
原
か
な
さ
ん
（
ボ
ー
カ

ル
）、
奈
良
市
出
身
の
速

水
佐
保
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

を
中
心
に
、「
Ａ
列
車
で

行
こ
う
」「
イ
パ
ネ
マ
の

娘
」
等
、
参
加
者
が
聞
き

な
れ
た
楽
曲
が
演
奏
さ
れ

た
。

　

松
井
院
長
は
手
回
し
の

蓄
音
機
を
持
参
し
て
、
蓄

音
機
の
構
造
や
歴
史
を
説

明
し
、
持
参
の
Ｓ
Ｐ
盤
レ

コ
ー
ド
の
音
色
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
、
参

加
者
50
人
限
定
の
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
だ
っ
た
が
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
が
過
ご
せ

た
。

（
小
川
秀
人
）

東大阪市下小阪５－６－５

八戸ノ里駅南側を東へ５分、スギ薬局前

TEL06-4307-0080

バー 蓄音機

左から高原かなさん、速水佐保さん、松井久院長

胡蝶のイメージ（筆者作）

40
歳
の
と
き
、
西
山
さ

ん
は
夢
に
描
い
て
い
た
独

立
を
実
現
す
る
。
近
鉄
八

尾
駅
徒
歩
約
２
分
の
場
所

に
焼
肉
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
西

山
を
２
０
１
７
年
６
月
に

オ
ー
プ
ン
。

　

た
だ
の
焼
肉

屋
に
は
し
た
く

な
か
っ
た
。
焼

肉
に
何
か
プ
ラ

ス
し
た
い
。
考

え
た
末
に
出
た

答
え
は
、
日
本

人
に
馴
染
み
の

あ
る
カ
ジ
ュ
ア

ル
で
い
て
お
洒

落
な
イ
タ
リ
ア

ン
を
プ
ラ
ス
す

る
こ
と
だ
っ

た
。
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
半
年

間
、
休
み
を
利

用
し
て
大
阪
市

西
区
土
佐
堀
に

あ
る
イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン

「
サ
リ
ー
レ
」

で
学
ぶ
。

　

焼
肉
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
西

山
は
ギ
ト
ギ
ト
し
た
い
わ

ゆ
る
焼
肉
屋
と
は
違
う
。

ワ
イ
ン
の
似
合
う
お
洒
落

な
焼
肉
屋
だ
。
コ
ー
ス
を

頼
む
と
、
ま
ず
イ
タ
リ
ア

ン
の
前
菜
が
出
て
く
る
。

　

い
ざ
実
食
。
肉
を
焼
き

な
が
ら
何
か
違
う
予
感
が

し
た
。
口
に
入
れ
て
、
そ

の
予
感
が
的
中
。
こ
れ
ま

で
に
食
べ
た
こ
と
が
な
い

味
わ
い
の
あ
る
肉
だ
。

　

国
産
黒
毛
和
牛
の
み
を

使
っ
て
い
る
。
地
元
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
「
大
阪
ウ
メ

ビ
ー
フ
」
を
食
べ
ら
れ
る

の
は
八
尾
で
同
店
だ
け

と
い
う
こ
だ
わ
り
ぶ
り
。

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
脂
で
口

当
た
り
が
い
い
。

　

こ
こ
で
食
べ
て
し
ま
う

と
、
他
の
焼
肉
屋
へ
は
行

け
な
く
な
る
。

て
い
る
女
性
を
本
紙
で
は

取
り
上
げ
紹
介
す
る
。
新

シ
リ
ー
ズ
「
倫
理
を
学
ぶ

女
性
た
ち
」。

　

１
人
目
は
八
尾
市
倫
理

法
人
会
（
尾
崎
航
平
会

長
）
で
幹
事
を
務
め
る
元

木
史
子
さ
ん（
52
）＝
写
真

＝
。
２
０
１
８
年
秋
、
友

人
が
八
尾
市
倫
理
法
人
会

の
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

生
が
変
わ
っ
た
と
い
う
。

「
ご
縁
に
恵
ま
れ
、
感
謝

の
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
」
と
透
き
通
っ
た
笑
顔

で
話
す
元
木
さ
ん
の
周
り

に
は
自
然
と
人
が
集
ま

り
、
倫
理
を
学
ぶ
女
子
会

を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開

く
よ
う
に
な
っ
た
。

11
月
24
日
、
朝
６
時
30

分
〜
７
時
30
分
に
志
紀
住

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
倫

理
運
動
創
始
者
の
丸
山
俊

雄
（
１
８
９
２
年
〜
１
９

５
１
年
）
が
研
究
と
体
験

に
基
づ
い
て
体
系
づ
け
た

「
純
粋
倫
理
」
を
学
ぶ
人

が
増
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ま

た
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
生

き
抜
く
た
め
に
揺
る
ぎ
な

い
人
生
指
針
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

21
世
紀
は
女
性
の
時
代

と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

純
粋
倫
理
を
学
び
実
践
し

防
止
の
た
め
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
記
念
誌
（
写
真
）
を

作
成
し
て
関
係
者
へ
配

り
、
10
周
年
の
節
目
を

祝
っ
た
。

人
に
自
然
環
境
や
歴
史
文

化
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
い
、
環
境
の
保
全
・
文

化
の
振
興
・
子
ど
も
の
健

全
な
育
成
を
重
視
し
た
地

域
社
会
の
形
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団

体
。

　

８
月
21
日
に
八
尾
市
文

ミ
ナ
ー
で
講
話
す
る
こ
と

に
な
り
、
何
気
な
く
参
加

し
た
。
そ
の
時
、「
今
の

私
は
こ
こ
で
学
ぶ
必
要
が

あ
る
。
こ
こ
に
呼
ば
れ
て

い
る
」
と
直
感
し
た
。

　

家
庭
と
仕
事
で
悩
み
、

漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
っ

た
の
で
は
と
元
木
さ
ん
は

振
り
返
る
。

　

こ
の
２
年
で
大
き
く
人

宅
会
館
（
八
尾
市
志
紀
町

西
３
―
８
―
１
）
で
開
か

れ
る
八
尾
市
倫
理
法
人
会

経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
で
、元
木
さ
ん
は
「
美

し
く
生
き
る
」と
い
う
テ
ー

マ
で
２
年
間
の
倫
理
実
践

報
告
を
す
る
。
参
加
費
は

無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
同

会
事
務
局
（
☎
０
７
２
―

９
９
１
―
２
３
４
５
）
へ
。

住　　所　八尾市本町 7―2―4―2F
電　　話　072―929―8429
営業時間　11:30 ～ 14:00、17:30 ～ 23:00
定 休 日　ランチ 日・月
　　　　　ディナー 月（祝日は営業）

焼肉トラットリア西山

物腰の柔らかい西山和典さん

腹話術をする瀧本千賀子さん

　

西
山
和
典
さ
ん
（
43
）
の
〝
肉
愛
〞
を
超
え
る

人
を
記
者
は
知
ら
な
い
。

　

好
き
な
〝
肉
〞
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

人
生
の
方
向
を
決
め
た
の
は
大
阪
府
立
布
施
高
等

学
校
在
学
時
だ
。
卒
業
後
、
友
達
の
多
く
は
大
学

へ
進
ん
だ
が
、
西
山
さ
ん
は
迷
わ
ず
姫
路
に
あ
る

食
肉
問
屋
の
株
式
会
社
ム
ラ
チ
ク
（
現
エ
ス
フ
ー

ズ
株
式
会
社
）に
入
り
、食
肉
を
一
か
ら
学
ん
だ
。

２
年
後
、地
元
へ
戻
り
、肉
の
森
田
屋
瓢
箪
山
店
で

働
く
こ
と
に
。
額
田
店
出
店
に
際
し
、
店
長
と
な

る
。
こ
う
し
て
森
田
屋
で
10
年
間
修
行
を
積
む
。

　

９
月
23
日
に
八
尾
商
工

会
議
所
（
八
尾
市
清
水
町

１
）
で
開
か
れ
た
八
尾
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
伊
藤

嘉
宏
会
長
）
第
１
４
４
６

回
例
会
で
、
メ
ン
バ
ー
は

腹
話
術
を
楽
し
ん
だ
。
演

じ
た
の
は
、
大
龍
山
安
養

寺
（
東
大
阪
市
四
条
町
５

―
17
）
の
坊
守
、
瀧
本
千

賀
子
さ
ん
（
62
）
＝
写
真

＝
。
人
形
の
カ
ツ
オ
君
と

共
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン

バ
ー
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

普
段
は
カ
ツ
オ
君
と
一

緒
に
介
護
施
設
や
子
育
て

サ
ロ
ン
な
ど
で
演
じ
て
い

る
。
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
出
番
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
瀧
本
さ
ん
。
こ
の
日
は
久
し
ぶ
り
の
出
番
で

嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。　

焼肉にイタリアンをプラスして

ご縁に恵まれ、感謝の日々
八尾市倫理法人会幹事元木史子さ　

　ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八
尾
大
阪
Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
機
構

10
周
年
を
迎
え
る
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル

で
記
念
式
典
を
開
催
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ー
ク
八
尾
・
大
阪

Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
機
構
（
梶

田
安
彦
代
表
理
事
）
が
８

月
25
日
に
10
周
年
を
迎
え

た
。
環
境
の
保
全
に
関
す

る
事
業
や
歴
史
文
化
遺
産

に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の

展
示
期
間
：
９
月
12
日
（
土
）
〜
３
月
７
日
（
日
）

開
会
時
間
：
10
時
〜
17
時

休
館
日
：
月
曜
日
・
年
末
年
始

入
館
無
料

今
東
光
資
料
館
（
八
尾
図
書
館
３
階
）

八
尾
市
本
町
２
―
２
―
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
４
３
―
３
８
１
０

近
鉄
大
阪
線
八
尾
駅
か
ら
徒
歩
１
分

河
内
ど
ん
こ
う
と
今
東
光
展

河
内
ど
ん
こ
う
と
今
東
光
展

ここで食べると他へいけなくなるここで食べると他へいけなくなる
焼肉とイタリアンのコラボ

焼肉トラットリア西山焼肉トラットリア西山 西山和典さん西山和典さん

QRコード

郷
土
の
ひ
と
、歴
史
、文
化
を
再
発
見
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